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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・決算委員会委員長報告

　令和２年第３回定例会は、８月２７日から９月１１日まで１６日間の会期で開催しました。初日は、議長による諸般
の報告、一般質問（議員２名登壇）、報告３件があり、令和２年度一般会計補正予算・特別会計補正予算、議案
６件については各常任委員会に付託しました。物品売買契約の締結について３件は採択されました。
　令和元年度喜界町一般会計及び特別会計の決算認定については、決算審査特別委員会に付託されました。
　最終本会議には、令和２年度一般会計補正予算・特別会計補正予算、発議３件を原案のとおり可決し、決算
審査特別委員会に付託された令和元年度一般会計及び特別会計の決算については、９月３日・４日の２日間審
査し、全会一致で認定すべきものと決定しました。

令和元年度決算審査認定令和元年度決算審査認定

決算規模、町民一人１,０７９,４８１円
前年度比１１４,８６５円増

決算規模、町民一人１,０７９,４８１円
前年度比１１４,８６５円増

　

本
委
員
会
は
、
審
査
方
針
と
し
て
、
決
算
認
定
制

度
の
意
義
を
十
分
理
解
し
た
上
で
、
本
会
議
に
提
出

さ
れ
ま
し
た
歳
入
歳
出
決
算
書
、
主
要
施
策
の
成
果

に
関
す
る
調
書
及
び
監
査
委
員
の
決
算
審
査
意
見
書

を
参
考
に
、
９
月
３
日
、
４
日
の
２
日
間
、
執
行
部

の
出
席
を
求
め
、
審
査
の
着
眼
点
と
し
て
、
予
算
が

議
決
し
た
趣
旨
と
目
的
に
従
っ
て
、
適
正
に
、
そ
し

て
効
率
的
に
執
行
さ
れ
た
か
、
そ
れ
に
よ
っ
て
ど
の

よ
う
に
行
政
効
果
が
発
揮
で
き
た
か
、
そ
れ
か
ら
見

て
、
今
後
の
行
財
政
運
営
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
改

善
工
夫
が
な
さ
れ
る
べ
き
か
を
主
眼
に
置
き
、
審
査

を
行
い
ま
し
た
。

●
認
定
第
１
号
、
令
和
元
年
度
喜
界
町
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
、
歳
入
決
算
額
77
億
５
，４

８
１
万
円
、
歳
出
決
算
額
75
億
１
，１
０
２
万
7
，

0
0
0
円
で
、
歳
入
決
算
額
か
ら
歳
出
決
算
額
を

差
し
引
い
た
形
式
収
支
額
は
２
億
4
，3
7
8
万

3
，0
0
0
円
と
な
り
、
翌
年
度
に
繰
り
越
す
べ
き
財

源
7
，2
3
0
万
2
，0
0
0
円
を
差
し
引
い
た
実

質
収
支
額
は
１
億
7
，1
4
8
万
1
，0
0
0
円
。
実

質
収
支
の
う
ち
、
基
金
繰
入
額
は
8
，6
0
0
万
円
。

◇
歳
入
決
算
額
に
つ
い
て
、
前
年
度
対
比
２
億
8
，

0
1
8
万
6
，0
0
0
円
、
3
．7
％
増
。
増
加
し

た
主
な
も
の
は
、
繰
越
金
３
億
3
，8
0
6
万
3
，

0
0
0
円
は
前
年
度
比
3
0
4
．1
％
の
大
幅
増
。

県
支
出
金
２
億
3
，1
0
8
万
4
，0
0
0
円
は
前

年
度
比
37
．2
％
増
。
減
少
し
た
主
な
も
の
は
、
繰

入
金
４
億
7
，9
9
6
万
2
，0
0
0
円
は
前
年
度

比
95
．2
％
、
国
庫
支
出
金
１
億
3
，6
4
2
万
2
，

0
0
0
円
は
前
年
度
比
10
．9
％
の
減
。

◇
町
税
に
つ
い
て
、
調
定
額
５
億
4
，8
8
8
万
1
，

0
0
0
円
で
、
収
入
済
額
５
億
1
，8
6
0
万
7
，

0
0
0
円
は
徴
収
率
94
．5
％
。
町
税
は
歳
入
に
お

け
る
最
も
重
要
な
財
源
で
あ
り
、
住
民
か
ら
す
れ

ば
、
義
務
と
し
て
納
入
す
べ
き
公
的
負
担
で
す
。

前
年
度
比
0
．5
％
の
増
。
未
納
者
件
数
は
3
，

4
2
8
件
で
、
収
入
未
済
額
が
2
，6
3
2
万
円
と

な
っ
て
お
り
、
町
営
住
宅
料
滞
納
分
含
め
、
43
件
、

8
9
1
万
9
，0
0
0
円
を
は
じ
め
、
各
種
未
納
額

合
計
3
，6
6
7
万
1
，0
0
0
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
期
限
ま
で
に
納
入
し
た
住
民
と
の
間
に
不
公

平
を
生
ず
る
こ
と
に
な
り
、
加
え
て
、
そ
の
年
度

に
歳
入
欠
陥
を
生
じ
、
財
政
運
営
に
支
障
を
来
す

こ
と
に
な
り
ま
す
。
前
年
度
か
ら
繰
り
越
さ
れ
た

滞
納
分
の
徴
収
実
績
と
も
併
せ
て
十
分
検
討
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
不
納
欠
損
額
は
3
9
5
万
5
，

0
0
0
円
と
な
っ
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
が
滞
納
処

分
で
き
な
い
ケ
ー
ス
で
、
地
方
税
法
上
、
消
滅
時

効
に
よ
る
処
分
に
な
り
ま
す
。
安
易
に
時
効
成
立

に
な
ら
な
い
よ
う
に
努
め
、
公
平
性
を
確
保
し
、

町
民
の
納
付
意
欲
を
阻
害
し
な
い
よ
う
、
十
分
留

意
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◇
自
主
財
源
と
依
存
財
源
の
構
成
比
は
、
自
主
財
源

14
億
5
，6
1
1
万
円
で
、
構
成
比
1
8
．8
％
、

依
存
財
源
62
億
9
，8
7
0
万
円
、
構
成
比
81
．

2
％
と
な
っ
て
お
り
、
依
然
と
し
て
国
、
県
に
大

き
く
依
存
す
る
財
政
構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
歳
出
決
算
に
つ
い
て
、
歳
出
の
対
前
年
度
比
は
６

億
6
，5
1
4
万
4
，0
0
0
円
、
9
．7
％
の
増
と

な
っ
て
お
り
、
増
の
主
な
理
由
は
、
農
林
水
産
業

費
３
億
1
，3
2
5
万
7
，0
0
0
円
は
対
前
年
度

比
39
．5
％
で
、
強
い
農
業
づ
く
り
交
付
金
事
業
に

よ
る
も
の
と
、
税
制
費
２
億
3
，9
2
4
万
2
，

0
0
0
円
、
24
．2
％
は
一
般
廃
棄
物
整
備
事
業
に

よ
る
も
の
で
す
。
一
方
、
減
の
主
な
理
由
は
、
災

害
復
旧
費
４
億
4
，5
2
5
万
6
，0
0
0
円
は
対

前
年
度
比
78
．8
％
、
平
成
29
年
豪
雨
、
平
成
30
年

台
風
災
害
復
旧
事
業
に
よ
る
も
の
と
、
消
防
費
4
，

0
0
1
万
円
は
前
年
度
比
19
．3
％
、
消
防
自
動
車

整
備
事
業
に
よ
る
も
の
で
す
。

◇
性
質
別
歳
出
に
つ
い
て
、
義
務
的
経
費
24
億
7
，

7
8
1
万
7
，0
0
0
円
は
構
成
比
33
．0
％
。
投

資
的
経
費
21
億
8
，8
0
3
万
3
，0
0
0
円
は
構

成
比
29
．1
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
不
用
額
に
つ
い
て
、
1
億
６
，６
４
９
万
５
，０
０

０
円
は
、
執
行
率
の
低
い
衛
生
費
、
災
害
復
旧
費
、

農
林
水
産
業
費
は
繰
越
事
業
に
よ
る
も
の
で
、
最

少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
上
げ
る
原
則
に
の
っ

と
っ
て
効
果
的
に
執
行
さ
れ
て
い
る
と
の
認
識
で
、

妥
当
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

◇
地
方
債
に
つ
い
て
、
一
般
会
計
現
在
高
69
億
5
，

4
7
3
万
1
，0
0
0
円
、
特
別
会
計
現
在
高
39
億

3
，5
6
7
万
8
，0
0
0
円
、
合
計
1
0
8
億
9
，

0
4
0
万
9
，0
0
0
円
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
過

疎
債
、
辺
地
債
等
の
交
付
税
で
見
返
り
の
あ
る
有

利
な
地
方
債
の
借
入
れ
を
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
、

評
価
す
る
も
の
で
す
。

◇
財
産
に
関
す
る
調
書
及
び
財
産
管
理
に
つ
い
て
、

公
有
財
産
、
有
価
証
券
、
物
品
、
債
権
、
基
金
に

つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
適
正
に
管
理
さ
れ
て
い
る

と
認
め
ら
れ
ま
す
。

◇
基
金
の
運
用
状
況
は
、
目
的
に
従
っ
て
適
正
か
つ

効
率
的
に
運
用
さ
れ
て
お
り
、
今
後
と
も
基
金
の

設
置
目
的
に
沿
っ
た
効
率
的
運
用
に
努
力
し
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
肉
用
牛
導
入
基
金
の
運

営
状
況
は
適
切
に
運
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
滞
納

分
の
回
収
に
も
努
め
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

交
通
安
全
対
策
費
の
原
材
料
費
に
つ
い
て

　

要
望
の
あ
っ
た
箇
所
（
ロ
ー
ド
ミ
ラ
ー
等
）
は
警

察
な
ど
と
協
議
し
な
が
ら
順
次
対
応
し
て
い
る
。
今

後
も
継
続
し
て
整
備
す
る
。

　

諸
収
入
の
雑
入
で
、
都
市
部
と
地
域
を
ス
ポ
ー
ツ

で
結
ぶ
関
係
拡
大
事
業
助
成
金
に
つ
い
て

　

一
般
財
団
法
人
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
補

助
事
業
で
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
交
流
人
口
の
増
に

つ
な
が
る
こ
と
が
目
的
で
、
ス
ギ
ラ
ビ
ー
チ
で
行
わ

れ
た
ヨ
ガ
体
操
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
ジ
ョ
イ
ン
ト
し
た

イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。

　

ふ
る
さ
と
寄
附
金
事
業
の
納
税
額
が
大
幅
増
で
あ

る
が
、
今
後
の
取
組
に
つ
い
て

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
、
１
名
の
職
員
を
配

置
し
、
返
礼
品
を
増
や
し
て
い
る
。
平
成
30
年
度
は

26
品
目
で
あ
っ
た
が
、
平
成
31
年
度
は
75
品
目
に
増

え
て
い
る
。
今
後
は
、
シ
ス
テ
ム
を
改
修
し
て
事
務

の
簡
素
化
を
図
り
、
身
の
丈
に
合
っ
た
形
で
取
り
組

ん
で
い
く
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
費
に
つ
い
て

　

当
初
２
名
の
募
集
で
あ
っ
た
が
、
サ
ン
ゴ
礁
関
連

の
１
名
で
あ
り
、
今
後
は
、
サ
ン
ゴ
研
究
所
と
協
力

し
て
、
ジ
オ
パ
ー
ク
関
連
で
１
名
、
観
光
物
産
協
会

の
１
名
を
募
集
し
て
い
る
。
ま
た
、
農
業
振
興
課
か

ら
の
要
望
も
検
討
し
て
い
る
。

　

水
産
物
加
工
施
設
整
備
に
つ
い
て

　

プ
レ
ハ
ブ
式
の
簡
易
加
工
施
設
で
、
ソ
デ
イ
カ
や

魚
類
を
加
工
し
て
販
売
し
て
い
る
現
在
は
ソ
デ
イ
カ

や
夜
光
貝
の
加
工
品
を
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と

し
て
お
り
、
今
後
は
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ（
安
全
を
確
保
す
る

管
理
手
法
）
等
の
研
究
会
も
あ
る
の
で
、
漁
協
の
職

員
も
参
加
し
て
、
返
礼
品
の
数
を
増
や
し
て
い
き
た

い
。

　

農
業
振
興
課
鳥
獣
防
止
対
策
事
業
費
の
実
績
と
効

果
に
つ
い
て

　

粗
大
ご
み
置
き
場
周
辺
２
基
の
効
果
が
出
て
い
る
。

荒
木
と
佐
手
久
に
も
設
置
し
て
い
る
が
、
荒
木
の
捕

獲
実
績
が
上
が
っ
て
い
な
い
た
め
、
移
動
式
は
場
所

等
を
検
討
し
て
い
る
。

◇
財
政
運
営
に
つ
い
て
、
実
質
収
支
は
財
政
運
営
の

良
否
を
判
断
す
る
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
、
実
質
収

支
が
黒
字
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
必
要
な
条
件
で

あ
る
が
、
実
質
収
支
額
１
億
7
，1
4
8
万
1
，

0
0
0
円
で
収
支
比
率
4
．6
％
は
望
ま
し
い
剰
余

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

◇
弾
力
性
に
つ
い
て
、
経
常
収
支
比
率
89
．1
％
は
前

年
度
比
2
．7
％
増
と
高
い
水
準
に
と
ど
ま
っ
て
お

り
、
財
政
構
造
の
硬
直
化
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
状

況
で
す
。
目
安
と
し
て
は
75
％
以
下
が
望
ま
し
い

数
値
で
す
。

◇
積
極
性
に
つ
い
て
、
人
口
１
人
当
た
り
の
決
算
規

模
等
に
よ
り
推
測
で
き
ま
す
。
一
般
会
計
の
人
口

１
人
当
た
り
の
決
算
額
は
1
0
7
万
9
，4
8
1
円

で
、
前
年
度
比
11
万
4
，8
6
5
円
の
増
と
な
っ
て

お
り
、
人
口
１
人
当
た
り
の
投
資
的
経
費
の
決
算

額
は
28
万
4
，1
8
0
円
で
、
前
年
度
比
９
万
1
，

4
6
8
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
計
画
性
、
弾
力
性
、
積
極
性
の
三
つ
の
観
点
か
ら

分
析
し
、
財
政
運
営
で
は
実
質
収
支
の
均
衡
が
必

要
条
件
で
は
あ
る
が
、
現
在
の
社
会
の
変
化
に
対

応
し
、
行
政
需
要
に
応
え
る
弾
力
性
の
あ
る
も
の

で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
経
常

収
支
の
バ
ラ
ン
ス
が
確
保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
行
政
内
容
が
実
質
的
に
町
民
の
福
祉
向
上

の
た
め
に
適
切
な
行
政
水
準
を
保
つ
こ
と
が
、
財

政
運
営
の
基
本
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
今
後
と
も
、

有
利
な
財
源
確
保
を
は
じ
め
、
計
画
的
に
効
率
的

な
財
政
運
営
に
最
大
の
努
力
を
望
む
も
の
で
あ
り

ま
す
。

●
認
定
第
２
号
、
令
和
元
年
度
喜
界
町
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
、
歳

入
総
額
10
億
4
，0
1
6
万
1
，0
0
0
円
、
歳
出

総
額
10
億
5
2
3
万
3
，0
0
0
円
。
実
質
収
支
額

は
3
，4
9
2
万
8
，0
0
0
円
。

◇
国
民
健
康
保
険
税
の
決
算
状
況
は
、
調
定
額
２
億

5
9
1
万
円
で
、
収
入
済
額
は
１
億
6
，2
1
8
万

9
，0
0
0
円
で
、
徴
収
率
は
78
．8
％
。
令
和
元

年
度
の
世
帯
数
は
1
，4
7
2
世
帯
で
、
被
保
険
者

は
2
，2
3
0
人
、
１
世
帯
の
保
険
税
は
９
万
2
，

8
6
1
円
で
、
１
人
当
た
り
の
保
険
税
は
６
万
1
，

2
9
7
円
。
世
帯
及
び
被
保
険
者
は
減
少
傾
向
に

あ
る
が
、
保
険
税
は
農
業
所
得
の
減
と
社
会
保
険

へ
の
加
入
者
増
に
よ
り
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

収
入
未
済
額
は
4
，1
1
0
万
1
，0
0
0
円
で
、

不
納
欠
損
額
は
2
6
2
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

保
険
税
の
収
入
未
済
額
は
多
額
に
上
る
こ
と
か
ら
、

さ
ら
な
る
徴
収
努
力
を
望
み
ま
す
。

●
直
営
診
療
施
設
勘
定
に
つ
い
て
、
歳
入
歳
出
決
算

額
2
，6
3
9
万
6
，0
0
0
円
で
、
差
引
き
額
ゼ

ロ
円
で
形
式
収
支
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
平
成
26
年
７
月
か
ら
診
療
日
数
を
限
定
的
に
再
開

し
、
現
在
は
月
２
回
、
８
日
間
診
療
し
て
お
り
、

延
べ
患
者
数
は
1
，7
4
0
人
で
、
１
日
当
た
り
18

名
。
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
額
も
減
少
傾
向
で
す
。

●
認
定
第
３
号
、
令
和
元
年
度
喜
界
町
介
護
保
険
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
、
歳
入
総

額
９
億
4
9
1
万
4
，0
0
0
円
、
歳
出
総
額
８
億

7
，1
0
0
万
円
。
実
質
収
支
額
は
3
，3
9
1
万

4
，0
0
0
円
。

◇
介
護
保
険
料
は
、
調
定
済
額
１
億
6
，7
1
3
万

7
，0
0
0
円
で
、
収
入
済
額
は
１
億
5
，3
5
4

万
7
，0
0
0
円
で
、
徴
収
率
は
91
．9
％
と
な
っ

て
お
り
、
収
入
未
済
額
1
，2
1
8
万
9
，0
0
0

円
で
、
年
金
か
ら
天
引
き
が
で
き
な
い
普
通
徴
収

分
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
徴
収
努
力
を
望
み
ま

す
。
今
後
と
も
介
護
予
防
対
策
に
努
め
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
な

事
業
運
営
を
望
み
ま
す
。

●
認
定
第
４
号
、
令
和
元
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
、
歳
入
総

額
9
，7
8
6
万
1
，0
0
0
円
、
歳
出
総
額
9
，

6
8
7
万
7
，0
0
0
円
。
実
質
収
支
額
は
9
8
4

万
円
。

◇
原
則
75
歳
以
上
が
加
入
す
る
医
療
保
険
で
、
窓
口

で
の
個
人
負
担
は
１
割
で
被
保
険
者
数
は
1
，

6
6
6
人
。

●
認
定
第
５
号
、
令
和
元
年
度
喜
界
町
老
人
福
祉
施

設
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
、

老
人
福
祉
施
設
は
平
成
31
年
度
４
月
よ
り
民
営
化

さ
れ
て
お
り
、
本
年
度
決
算
は
残
務
処
理
の
分
で

す
。

◇
歳
入
歳
出
総
額
そ
れ
ぞ
れ
2
，5
3
0
万
7
，

0
0
0
円
。
個
人
負
担
金
26
万
8
，0
0
0
円
が
未

納
と
な
っ
て
お
り
徴
収
整
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
認
定
第
６
号
、
令
和
元
年
度
喜
界
町
屠
畜
場
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
、
歳
入

歳
出
決
算
額
そ
れ
ぞ
れ
3
0
0
万
3
，0
0
0
円
。

◇
事
業
収
入
37
万
6
，0
0
0
円
で
、
前
年
度
比
18
．

1
％
の
減
、
豚
16
頭
、
ヤ
ギ
1
1
7
頭
で
、
そ
の

う
ち
自
家
用
59
頭
、
業
務
用
58
頭
分
の
使
用
料
で

す
。

●
認
定
第
７
号
、
令
和
元
年
度
喜
界
町
簡
易
水
道
事

業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
、
歳

入
総
額
８
億
2
，5
8
8
万
1
，0
0
0
円
、
歳
出

総
額
６
億
2
，2
3
2
万
5
，0
0
0
円
。
実
質
収

支
額
は
２
億
3
5
5
万
6
，0
0
0
円
。

◇
令
和
２
年
度
よ
り
公
営
企
業
会
計
へ
移
行
す
る
た

め
、
歳
入
予
算
で
大
幅
超
過
額
、
歳
出
で
多
く
の

不
用
額
が
発
生
し
て
い
ま
す
が
、
財
源
確
保
の
た

め
の
処
置
で
す
。

●
認
定
第
８
号
、
令
和
元
年
度
喜
界
町
農
業
集
落
排

水
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
、

歳
入
歳
出
総
額
１
億
3
，0
5
5
万
1
，0
0
0
円
。

◇
事
業
実
施
地
区
の
荒
木
、
城
久
、
志
戸
桶
地
区
の

接
続
率
は
47
．7
％
で
す
。加
入
率
の
向
上
を
図
り
、

安
定
運
営
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

●
認
定
第
９
号
、
令
和
元
年
度
喜
界
町
公
共
下
水
道

事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
、

歳
入
歳
出
総
額
１
億
6
，1
7
2
万
7
，0
0
0
円
。

◇
事
業
実
施
地
区
の
湾
、
赤
連
、
中
里
、
池
治
地
区

で
の
接
続
率
は
59
．2
％
で
す
。
使
用
料
の
徴
収
率

が
低
下
し
て
い
る
の
で
、未
納
解
消
に
向
け
、ま
た
、

加
入
率
の
向
上
を
図
り
、
健
全
経
営
に
努
力
し
て

く
だ
さ
い
。

　

本
委
員
会
は
認
定
第
１
号
、
令
和
元
年
度
喜
界
町

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
か
ら
認
定

第
９
号
、
令
和
元
年
度
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
き
ま
し
て
は
、
財
政
事
情

の
厳
し
い
中
、
収
支
の
均
衡
あ
る
財
政
運
営
が
で
き

て
い
て
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
各
種
事
業
が
推
進

さ
れ
て
お
り
、
成
果
を
収
め
て
い
る
も
の
と
認
め
、

討
論
な
く
、
審
査
の
結
果
、
い
ず
れ
も
的
確
と
認
め
、

全
会
一
致
で
認
定
す
る
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

決
算
審
査
特
別
委
員
会
委
員
長
報
告

決
算
審
査
特
別
委
員
会
委
員
長
報
告

委員長
上間 一寛 議員

一
般
会
計

一
般
会
計
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本
委
員
会
は
、
審
査
方
針
と
し
て
、
決
算
認
定
制

度
の
意
義
を
十
分
理
解
し
た
上
で
、
本
会
議
に
提
出

さ
れ
ま
し
た
歳
入
歳
出
決
算
書
、
主
要
施
策
の
成
果

に
関
す
る
調
書
及
び
監
査
委
員
の
決
算
審
査
意
見
書

を
参
考
に
、
９
月
３
日
、
４
日
の
２
日
間
、
執
行
部

の
出
席
を
求
め
、
審
査
の
着
眼
点
と
し
て
、
予
算
が

議
決
し
た
趣
旨
と
目
的
に
従
っ
て
、
適
正
に
、
そ
し

て
効
率
的
に
執
行
さ
れ
た
か
、
そ
れ
に
よ
っ
て
ど
の

よ
う
に
行
政
効
果
が
発
揮
で
き
た
か
、
そ
れ
か
ら
見

て
、
今
後
の
行
財
政
運
営
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
改

善
工
夫
が
な
さ
れ
る
べ
き
か
を
主
眼
に
置
き
、
審
査

を
行
い
ま
し
た
。

●
認
定
第
１
号
、
令
和
元
年
度
喜
界
町
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
、
歳
入
決
算
額
77
億
５
，４

８
１
万
円
、
歳
出
決
算
額
75
億
１
，１
０
２
万
7
，

0
0
0
円
で
、
歳
入
決
算
額
か
ら
歳
出
決
算
額
を

差
し
引
い
た
形
式
収
支
額
は
２
億
4
，3
7
8
万

3
，0
0
0
円
と
な
り
、
翌
年
度
に
繰
り
越
す
べ
き
財

源
7
，2
3
0
万
2
，0
0
0
円
を
差
し
引
い
た
実

質
収
支
額
は
１
億
7
，1
4
8
万
1
，0
0
0
円
。
実

質
収
支
の
う
ち
、
基
金
繰
入
額
は
8
，6
0
0
万
円
。

◇
歳
入
決
算
額
に
つ
い
て
、
前
年
度
対
比
２
億
8
，

0
1
8
万
6
，0
0
0
円
、
3
．7
％
増
。
増
加
し

た
主
な
も
の
は
、
繰
越
金
３
億
3
，8
0
6
万
3
，

0
0
0
円
は
前
年
度
比
3
0
4
．1
％
の
大
幅
増
。

県
支
出
金
２
億
3
，1
0
8
万
4
，0
0
0
円
は
前

年
度
比
37
．2
％
増
。
減
少
し
た
主
な
も
の
は
、
繰

入
金
４
億
7
，9
9
6
万
2
，0
0
0
円
は
前
年
度

比
95
．2
％
、
国
庫
支
出
金
１
億
3
，6
4
2
万
2
，

0
0
0
円
は
前
年
度
比
10
．9
％
の
減
。

◇
町
税
に
つ
い
て
、
調
定
額
５
億
4
，8
8
8
万
1
，

0
0
0
円
で
、
収
入
済
額
５
億
1
，8
6
0
万
7
，

0
0
0
円
は
徴
収
率
94
．5
％
。
町
税
は
歳
入
に
お

け
る
最
も
重
要
な
財
源
で
あ
り
、
住
民
か
ら
す
れ

ば
、
義
務
と
し
て
納
入
す
べ
き
公
的
負
担
で
す
。

前
年
度
比
0
．5
％
の
増
。
未
納
者
件
数
は
3
，

4
2
8
件
で
、
収
入
未
済
額
が
2
，6
3
2
万
円
と

な
っ
て
お
り
、
町
営
住
宅
料
滞
納
分
含
め
、
43
件
、

8
9
1
万
9
，0
0
0
円
を
は
じ
め
、
各
種
未
納
額

合
計
3
，6
6
7
万
1
，0
0
0
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
期
限
ま
で
に
納
入
し
た
住
民
と
の
間
に
不
公

平
を
生
ず
る
こ
と
に
な
り
、
加
え
て
、
そ
の
年
度

に
歳
入
欠
陥
を
生
じ
、
財
政
運
営
に
支
障
を
来
す

こ
と
に
な
り
ま
す
。
前
年
度
か
ら
繰
り
越
さ
れ
た

滞
納
分
の
徴
収
実
績
と
も
併
せ
て
十
分
検
討
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
不
納
欠
損
額
は
3
9
5
万
5
，

0
0
0
円
と
な
っ
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
が
滞
納
処

分
で
き
な
い
ケ
ー
ス
で
、
地
方
税
法
上
、
消
滅
時

効
に
よ
る
処
分
に
な
り
ま
す
。
安
易
に
時
効
成
立

に
な
ら
な
い
よ
う
に
努
め
、
公
平
性
を
確
保
し
、

町
民
の
納
付
意
欲
を
阻
害
し
な
い
よ
う
、
十
分
留

意
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◇
自
主
財
源
と
依
存
財
源
の
構
成
比
は
、
自
主
財
源

14
億
5
，6
1
1
万
円
で
、
構
成
比
1
8
．8
％
、

依
存
財
源
62
億
9
，8
7
0
万
円
、
構
成
比
81
．

2
％
と
な
っ
て
お
り
、
依
然
と
し
て
国
、
県
に
大

き
く
依
存
す
る
財
政
構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
歳
出
決
算
に
つ
い
て
、
歳
出
の
対
前
年
度
比
は
６

億
6
，5
1
4
万
4
，0
0
0
円
、
9
．7
％
の
増
と

な
っ
て
お
り
、
増
の
主
な
理
由
は
、
農
林
水
産
業

費
３
億
1
，3
2
5
万
7
，0
0
0
円
は
対
前
年
度

比
39
．5
％
で
、
強
い
農
業
づ
く
り
交
付
金
事
業
に

よ
る
も
の
と
、
税
制
費
２
億
3
，9
2
4
万
2
，

0
0
0
円
、
24
．2
％
は
一
般
廃
棄
物
整
備
事
業
に

よ
る
も
の
で
す
。
一
方
、
減
の
主
な
理
由
は
、
災

害
復
旧
費
４
億
4
，5
2
5
万
6
，0
0
0
円
は
対

前
年
度
比
78
．8
％
、
平
成
29
年
豪
雨
、
平
成
30
年

台
風
災
害
復
旧
事
業
に
よ
る
も
の
と
、
消
防
費
4
，

0
0
1
万
円
は
前
年
度
比
19
．3
％
、
消
防
自
動
車

整
備
事
業
に
よ
る
も
の
で
す
。

◇
性
質
別
歳
出
に
つ
い
て
、
義
務
的
経
費
24
億
7
，

7
8
1
万
7
，0
0
0
円
は
構
成
比
33
．0
％
。
投

資
的
経
費
21
億
8
，8
0
3
万
3
，0
0
0
円
は
構

成
比
29
．1
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
不
用
額
に
つ
い
て
、
1
億
６
，６
４
９
万
５
，０
０

０
円
は
、
執
行
率
の
低
い
衛
生
費
、
災
害
復
旧
費
、

農
林
水
産
業
費
は
繰
越
事
業
に
よ
る
も
の
で
、
最

少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
上
げ
る
原
則
に
の
っ

と
っ
て
効
果
的
に
執
行
さ
れ
て
い
る
と
の
認
識
で
、

妥
当
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

◇
地
方
債
に
つ
い
て
、
一
般
会
計
現
在
高
69
億
5
，

4
7
3
万
1
，0
0
0
円
、
特
別
会
計
現
在
高
39
億

3
，5
6
7
万
8
，0
0
0
円
、
合
計
1
0
8
億
9
，

0
4
0
万
9
，0
0
0
円
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
過

疎
債
、
辺
地
債
等
の
交
付
税
で
見
返
り
の
あ
る
有

利
な
地
方
債
の
借
入
れ
を
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
、

評
価
す
る
も
の
で
す
。

◇
財
産
に
関
す
る
調
書
及
び
財
産
管
理
に
つ
い
て
、

公
有
財
産
、
有
価
証
券
、
物
品
、
債
権
、
基
金
に

つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
適
正
に
管
理
さ
れ
て
い
る

と
認
め
ら
れ
ま
す
。

◇
基
金
の
運
用
状
況
は
、
目
的
に
従
っ
て
適
正
か
つ

効
率
的
に
運
用
さ
れ
て
お
り
、
今
後
と
も
基
金
の

設
置
目
的
に
沿
っ
た
効
率
的
運
用
に
努
力
し
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
肉
用
牛
導
入
基
金
の
運

営
状
況
は
適
切
に
運
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
滞
納

分
の
回
収
に
も
努
め
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

交
通
安
全
対
策
費
の
原
材
料
費
に
つ
い
て

　

要
望
の
あ
っ
た
箇
所
（
ロ
ー
ド
ミ
ラ
ー
等
）
は
警

察
な
ど
と
協
議
し
な
が
ら
順
次
対
応
し
て
い
る
。
今

後
も
継
続
し
て
整
備
す
る
。

　

諸
収
入
の
雑
入
で
、
都
市
部
と
地
域
を
ス
ポ
ー
ツ

で
結
ぶ
関
係
拡
大
事
業
助
成
金
に
つ
い
て

　

一
般
財
団
法
人
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
補

助
事
業
で
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
交
流
人
口
の
増
に

つ
な
が
る
こ
と
が
目
的
で
、
ス
ギ
ラ
ビ
ー
チ
で
行
わ

れ
た
ヨ
ガ
体
操
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
ジ
ョ
イ
ン
ト
し
た

イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。

　

ふ
る
さ
と
寄
附
金
事
業
の
納
税
額
が
大
幅
増
で
あ

る
が
、
今
後
の
取
組
に
つ
い
て

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
、
１
名
の
職
員
を
配

置
し
、
返
礼
品
を
増
や
し
て
い
る
。
平
成
30
年
度
は

26
品
目
で
あ
っ
た
が
、
平
成
31
年
度
は
75
品
目
に
増

え
て
い
る
。
今
後
は
、
シ
ス
テ
ム
を
改
修
し
て
事
務

の
簡
素
化
を
図
り
、
身
の
丈
に
合
っ
た
形
で
取
り
組

ん
で
い
く
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
費
に
つ
い
て

　

当
初
２
名
の
募
集
で
あ
っ
た
が
、
サ
ン
ゴ
礁
関
連

の
１
名
で
あ
り
、
今
後
は
、
サ
ン
ゴ
研
究
所
と
協
力

し
て
、
ジ
オ
パ
ー
ク
関
連
で
１
名
、
観
光
物
産
協
会

の
１
名
を
募
集
し
て
い
る
。
ま
た
、
農
業
振
興
課
か

ら
の
要
望
も
検
討
し
て
い
る
。

　

水
産
物
加
工
施
設
整
備
に
つ
い
て

　

プ
レ
ハ
ブ
式
の
簡
易
加
工
施
設
で
、
ソ
デ
イ
カ
や

魚
類
を
加
工
し
て
販
売
し
て
い
る
現
在
は
ソ
デ
イ
カ

や
夜
光
貝
の
加
工
品
を
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と

し
て
お
り
、
今
後
は
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ（
安
全
を
確
保
す
る

管
理
手
法
）
等
の
研
究
会
も
あ
る
の
で
、
漁
協
の
職

員
も
参
加
し
て
、
返
礼
品
の
数
を
増
や
し
て
い
き
た

い
。

　

農
業
振
興
課
鳥
獣
防
止
対
策
事
業
費
の
実
績
と
効

果
に
つ
い
て

　

粗
大
ご
み
置
き
場
周
辺
２
基
の
効
果
が
出
て
い
る
。

荒
木
と
佐
手
久
に
も
設
置
し
て
い
る
が
、
荒
木
の
捕

獲
実
績
が
上
が
っ
て
い
な
い
た
め
、
移
動
式
は
場
所

等
を
検
討
し
て
い
る
。

◇
財
政
運
営
に
つ
い
て
、
実
質
収
支
は
財
政
運
営
の

良
否
を
判
断
す
る
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
、
実
質
収

支
が
黒
字
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
必
要
な
条
件
で

あ
る
が
、
実
質
収
支
額
１
億
7
，1
4
8
万
1
，

0
0
0
円
で
収
支
比
率
4
．6
％
は
望
ま
し
い
剰
余

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

◇
弾
力
性
に
つ
い
て
、
経
常
収
支
比
率
89
．1
％
は
前

年
度
比
2
．7
％
増
と
高
い
水
準
に
と
ど
ま
っ
て
お

り
、
財
政
構
造
の
硬
直
化
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
状

況
で
す
。
目
安
と
し
て
は
75
％
以
下
が
望
ま
し
い

数
値
で
す
。

◇
積
極
性
に
つ
い
て
、
人
口
１
人
当
た
り
の
決
算
規

模
等
に
よ
り
推
測
で
き
ま
す
。
一
般
会
計
の
人
口

１
人
当
た
り
の
決
算
額
は
1
0
7
万
9
，4
8
1
円

で
、
前
年
度
比
11
万
4
，8
6
5
円
の
増
と
な
っ
て

お
り
、
人
口
１
人
当
た
り
の
投
資
的
経
費
の
決
算

額
は
28
万
4
，1
8
0
円
で
、
前
年
度
比
９
万
1
，

4
6
8
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
計
画
性
、
弾
力
性
、
積
極
性
の
三
つ
の
観
点
か
ら

分
析
し
、
財
政
運
営
で
は
実
質
収
支
の
均
衡
が
必

要
条
件
で
は
あ
る
が
、
現
在
の
社
会
の
変
化
に
対

応
し
、
行
政
需
要
に
応
え
る
弾
力
性
の
あ
る
も
の

で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
経
常

収
支
の
バ
ラ
ン
ス
が
確
保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
行
政
内
容
が
実
質
的
に
町
民
の
福
祉
向
上

の
た
め
に
適
切
な
行
政
水
準
を
保
つ
こ
と
が
、
財

政
運
営
の
基
本
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
今
後
と
も
、

有
利
な
財
源
確
保
を
は
じ
め
、
計
画
的
に
効
率
的

な
財
政
運
営
に
最
大
の
努
力
を
望
む
も
の
で
あ
り

ま
す
。

●
認
定
第
２
号
、
令
和
元
年
度
喜
界
町
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
、
歳

入
総
額
10
億
4
，0
1
6
万
1
，0
0
0
円
、
歳
出

総
額
10
億
5
2
3
万
3
，0
0
0
円
。
実
質
収
支
額

は
3
，4
9
2
万
8
，0
0
0
円
。

◇
国
民
健
康
保
険
税
の
決
算
状
況
は
、
調
定
額
２
億

5
9
1
万
円
で
、
収
入
済
額
は
１
億
6
，2
1
8
万

9
，0
0
0
円
で
、
徴
収
率
は
78
．8
％
。
令
和
元

年
度
の
世
帯
数
は
1
，4
7
2
世
帯
で
、
被
保
険
者

は
2
，2
3
0
人
、
１
世
帯
の
保
険
税
は
９
万
2
，

8
6
1
円
で
、
１
人
当
た
り
の
保
険
税
は
６
万
1
，

2
9
7
円
。
世
帯
及
び
被
保
険
者
は
減
少
傾
向
に

あ
る
が
、
保
険
税
は
農
業
所
得
の
減
と
社
会
保
険

へ
の
加
入
者
増
に
よ
り
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

収
入
未
済
額
は
4
，1
1
0
万
1
，0
0
0
円
で
、

不
納
欠
損
額
は
2
6
2
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

保
険
税
の
収
入
未
済
額
は
多
額
に
上
る
こ
と
か
ら
、

さ
ら
な
る
徴
収
努
力
を
望
み
ま
す
。

●
直
営
診
療
施
設
勘
定
に
つ
い
て
、
歳
入
歳
出
決
算

額
2
，6
3
9
万
6
，0
0
0
円
で
、
差
引
き
額
ゼ

ロ
円
で
形
式
収
支
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
平
成
26
年
７
月
か
ら
診
療
日
数
を
限
定
的
に
再
開

し
、
現
在
は
月
２
回
、
８
日
間
診
療
し
て
お
り
、

延
べ
患
者
数
は
1
，7
4
0
人
で
、
１
日
当
た
り
18

名
。
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
額
も
減
少
傾
向
で
す
。

●
認
定
第
３
号
、
令
和
元
年
度
喜
界
町
介
護
保
険
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
、
歳
入
総

額
９
億
4
9
1
万
4
，0
0
0
円
、
歳
出
総
額
８
億

7
，1
0
0
万
円
。
実
質
収
支
額
は
3
，3
9
1
万

4
，0
0
0
円
。

◇
介
護
保
険
料
は
、
調
定
済
額
１
億
6
，7
1
3
万

7
，0
0
0
円
で
、
収
入
済
額
は
１
億
5
，3
5
4

万
7
，0
0
0
円
で
、
徴
収
率
は
91
．9
％
と
な
っ

て
お
り
、
収
入
未
済
額
1
，2
1
8
万
9
，0
0
0

円
で
、
年
金
か
ら
天
引
き
が
で
き
な
い
普
通
徴
収

分
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
徴
収
努
力
を
望
み
ま

す
。
今
後
と
も
介
護
予
防
対
策
に
努
め
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
な

事
業
運
営
を
望
み
ま
す
。

●
認
定
第
４
号
、
令
和
元
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
、
歳
入
総

額
9
，7
8
6
万
1
，0
0
0
円
、
歳
出
総
額
9
，

6
8
7
万
7
，0
0
0
円
。
実
質
収
支
額
は
9
8
4

万
円
。

◇
原
則
75
歳
以
上
が
加
入
す
る
医
療
保
険
で
、
窓
口

で
の
個
人
負
担
は
１
割
で
被
保
険
者
数
は
1
，

6
6
6
人
。

●
認
定
第
５
号
、
令
和
元
年
度
喜
界
町
老
人
福
祉
施

設
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
、

老
人
福
祉
施
設
は
平
成
31
年
度
４
月
よ
り
民
営
化

さ
れ
て
お
り
、
本
年
度
決
算
は
残
務
処
理
の
分
で

す
。

◇
歳
入
歳
出
総
額
そ
れ
ぞ
れ
2
，5
3
0
万
7
，

0
0
0
円
。
個
人
負
担
金
26
万
8
，0
0
0
円
が
未

納
と
な
っ
て
お
り
徴
収
整
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
認
定
第
６
号
、
令
和
元
年
度
喜
界
町
屠
畜
場
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
、
歳
入

歳
出
決
算
額
そ
れ
ぞ
れ
3
0
0
万
3
，0
0
0
円
。

◇
事
業
収
入
37
万
6
，0
0
0
円
で
、
前
年
度
比
18
．

1
％
の
減
、
豚
16
頭
、
ヤ
ギ
1
1
7
頭
で
、
そ
の

う
ち
自
家
用
59
頭
、
業
務
用
58
頭
分
の
使
用
料
で

す
。

●
認
定
第
７
号
、
令
和
元
年
度
喜
界
町
簡
易
水
道
事

業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
、
歳

入
総
額
８
億
2
，5
8
8
万
1
，0
0
0
円
、
歳
出

総
額
６
億
2
，2
3
2
万
5
，0
0
0
円
。
実
質
収

支
額
は
２
億
3
5
5
万
6
，0
0
0
円
。

◇
令
和
２
年
度
よ
り
公
営
企
業
会
計
へ
移
行
す
る
た

め
、
歳
入
予
算
で
大
幅
超
過
額
、
歳
出
で
多
く
の

不
用
額
が
発
生
し
て
い
ま
す
が
、
財
源
確
保
の
た

め
の
処
置
で
す
。

●
認
定
第
８
号
、
令
和
元
年
度
喜
界
町
農
業
集
落
排

水
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
、

歳
入
歳
出
総
額
１
億
3
，0
5
5
万
1
，0
0
0
円
。

◇
事
業
実
施
地
区
の
荒
木
、
城
久
、
志
戸
桶
地
区
の

接
続
率
は
47
．7
％
で
す
。加
入
率
の
向
上
を
図
り
、

安
定
運
営
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

●
認
定
第
９
号
、
令
和
元
年
度
喜
界
町
公
共
下
水
道

事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
、

歳
入
歳
出
総
額
１
億
6
，1
7
2
万
7
，0
0
0
円
。

◇
事
業
実
施
地
区
の
湾
、
赤
連
、
中
里
、
池
治
地
区

で
の
接
続
率
は
59
．2
％
で
す
。
使
用
料
の
徴
収
率

が
低
下
し
て
い
る
の
で
、未
納
解
消
に
向
け
、ま
た
、

加
入
率
の
向
上
を
図
り
、
健
全
経
営
に
努
力
し
て

く
だ
さ
い
。

　

本
委
員
会
は
認
定
第
１
号
、
令
和
元
年
度
喜
界
町

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
か
ら
認
定

第
９
号
、
令
和
元
年
度
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
き
ま
し
て
は
、
財
政
事
情

の
厳
し
い
中
、
収
支
の
均
衡
あ
る
財
政
運
営
が
で
き

て
い
て
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
各
種
事
業
が
推
進

さ
れ
て
お
り
、
成
果
を
収
め
て
い
る
も
の
と
認
め
、

討
論
な
く
、
審
査
の
結
果
、
い
ず
れ
も
的
確
と
認
め
、

全
会
一
致
で
認
定
す
る
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

【
質
疑
の
主
な
も
の
に
つ
い
て
】

質
疑

答
弁

質
疑

質
疑

質
疑

答
弁

答
弁

答
弁
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本
委
員
会
は
、
審
査
方
針
と
し
て
、
決
算
認
定
制

度
の
意
義
を
十
分
理
解
し
た
上
で
、
本
会
議
に
提
出

さ
れ
ま
し
た
歳
入
歳
出
決
算
書
、
主
要
施
策
の
成
果

に
関
す
る
調
書
及
び
監
査
委
員
の
決
算
審
査
意
見
書

を
参
考
に
、
９
月
３
日
、
４
日
の
２
日
間
、
執
行
部

の
出
席
を
求
め
、
審
査
の
着
眼
点
と
し
て
、
予
算
が

議
決
し
た
趣
旨
と
目
的
に
従
っ
て
、
適
正
に
、
そ
し

て
効
率
的
に
執
行
さ
れ
た
か
、
そ
れ
に
よ
っ
て
ど
の

よ
う
に
行
政
効
果
が
発
揮
で
き
た
か
、
そ
れ
か
ら
見

て
、
今
後
の
行
財
政
運
営
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
改

善
工
夫
が
な
さ
れ
る
べ
き
か
を
主
眼
に
置
き
、
審
査

を
行
い
ま
し
た
。

●
認
定
第
１
号
、
令
和
元
年
度
喜
界
町
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
、
歳
入
決
算
額
77
億
５
，４

８
１
万
円
、
歳
出
決
算
額
75
億
１
，１
０
２
万
7
，

0
0
0
円
で
、
歳
入
決
算
額
か
ら
歳
出
決
算
額
を

差
し
引
い
た
形
式
収
支
額
は
２
億
4
，3
7
8
万

3
，0
0
0
円
と
な
り
、
翌
年
度
に
繰
り
越
す
べ
き
財

源
7
，2
3
0
万
2
，0
0
0
円
を
差
し
引
い
た
実

質
収
支
額
は
１
億
7
，1
4
8
万
1
，0
0
0
円
。
実

質
収
支
の
う
ち
、
基
金
繰
入
額
は
8
，6
0
0
万
円
。

◇
歳
入
決
算
額
に
つ
い
て
、
前
年
度
対
比
２
億
8
，

0
1
8
万
6
，0
0
0
円
、
3
．7
％
増
。
増
加
し

た
主
な
も
の
は
、
繰
越
金
３
億
3
，8
0
6
万
3
，

0
0
0
円
は
前
年
度
比
3
0
4
．1
％
の
大
幅
増
。

県
支
出
金
２
億
3
，1
0
8
万
4
，0
0
0
円
は
前

年
度
比
37
．2
％
増
。
減
少
し
た
主
な
も
の
は
、
繰

入
金
４
億
7
，9
9
6
万
2
，0
0
0
円
は
前
年
度

比
95
．2
％
、
国
庫
支
出
金
１
億
3
，6
4
2
万
2
，

0
0
0
円
は
前
年
度
比
10
．9
％
の
減
。

◇
町
税
に
つ
い
て
、
調
定
額
５
億
4
，8
8
8
万
1
，

0
0
0
円
で
、
収
入
済
額
５
億
1
，8
6
0
万
7
，

0
0
0
円
は
徴
収
率
94
．5
％
。
町
税
は
歳
入
に
お

け
る
最
も
重
要
な
財
源
で
あ
り
、
住
民
か
ら
す
れ

ば
、
義
務
と
し
て
納
入
す
べ
き
公
的
負
担
で
す
。

前
年
度
比
0
．5
％
の
増
。
未
納
者
件
数
は
3
，

4
2
8
件
で
、
収
入
未
済
額
が
2
，6
3
2
万
円
と

な
っ
て
お
り
、
町
営
住
宅
料
滞
納
分
含
め
、
43
件
、

8
9
1
万
9
，0
0
0
円
を
は
じ
め
、
各
種
未
納
額

合
計
3
，6
6
7
万
1
，0
0
0
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
期
限
ま
で
に
納
入
し
た
住
民
と
の
間
に
不
公

平
を
生
ず
る
こ
と
に
な
り
、
加
え
て
、
そ
の
年
度

に
歳
入
欠
陥
を
生
じ
、
財
政
運
営
に
支
障
を
来
す

こ
と
に
な
り
ま
す
。
前
年
度
か
ら
繰
り
越
さ
れ
た

滞
納
分
の
徴
収
実
績
と
も
併
せ
て
十
分
検
討
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
不
納
欠
損
額
は
3
9
5
万
5
，

0
0
0
円
と
な
っ
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
が
滞
納
処

分
で
き
な
い
ケ
ー
ス
で
、
地
方
税
法
上
、
消
滅
時

効
に
よ
る
処
分
に
な
り
ま
す
。
安
易
に
時
効
成
立

に
な
ら
な
い
よ
う
に
努
め
、
公
平
性
を
確
保
し
、

町
民
の
納
付
意
欲
を
阻
害
し
な
い
よ
う
、
十
分
留

意
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◇
自
主
財
源
と
依
存
財
源
の
構
成
比
は
、
自
主
財
源

14
億
5
，6
1
1
万
円
で
、
構
成
比
1
8
．8
％
、

依
存
財
源
62
億
9
，8
7
0
万
円
、
構
成
比
81
．

2
％
と
な
っ
て
お
り
、
依
然
と
し
て
国
、
県
に
大

き
く
依
存
す
る
財
政
構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
歳
出
決
算
に
つ
い
て
、
歳
出
の
対
前
年
度
比
は
６

億
6
，5
1
4
万
4
，0
0
0
円
、
9
．7
％
の
増
と

な
っ
て
お
り
、
増
の
主
な
理
由
は
、
農
林
水
産
業

費
３
億
1
，3
2
5
万
7
，0
0
0
円
は
対
前
年
度

比
39
．5
％
で
、
強
い
農
業
づ
く
り
交
付
金
事
業
に

よ
る
も
の
と
、
税
制
費
２
億
3
，9
2
4
万
2
，

0
0
0
円
、
24
．2
％
は
一
般
廃
棄
物
整
備
事
業
に

よ
る
も
の
で
す
。
一
方
、
減
の
主
な
理
由
は
、
災

害
復
旧
費
４
億
4
，5
2
5
万
6
，0
0
0
円
は
対

前
年
度
比
78
．8
％
、
平
成
29
年
豪
雨
、
平
成
30
年

台
風
災
害
復
旧
事
業
に
よ
る
も
の
と
、
消
防
費
4
，

0
0
1
万
円
は
前
年
度
比
19
．3
％
、
消
防
自
動
車

整
備
事
業
に
よ
る
も
の
で
す
。

◇
性
質
別
歳
出
に
つ
い
て
、
義
務
的
経
費
24
億
7
，

7
8
1
万
7
，0
0
0
円
は
構
成
比
33
．0
％
。
投

資
的
経
費
21
億
8
，8
0
3
万
3
，0
0
0
円
は
構

成
比
29
．1
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
不
用
額
に
つ
い
て
、
1
億
６
，６
４
９
万
５
，０
０

０
円
は
、
執
行
率
の
低
い
衛
生
費
、
災
害
復
旧
費
、

農
林
水
産
業
費
は
繰
越
事
業
に
よ
る
も
の
で
、
最

少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
上
げ
る
原
則
に
の
っ

と
っ
て
効
果
的
に
執
行
さ
れ
て
い
る
と
の
認
識
で
、

妥
当
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

◇
地
方
債
に
つ
い
て
、
一
般
会
計
現
在
高
69
億
5
，

4
7
3
万
1
，0
0
0
円
、
特
別
会
計
現
在
高
39
億

3
，5
6
7
万
8
，0
0
0
円
、
合
計
1
0
8
億
9
，

0
4
0
万
9
，0
0
0
円
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
過

疎
債
、
辺
地
債
等
の
交
付
税
で
見
返
り
の
あ
る
有

利
な
地
方
債
の
借
入
れ
を
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
、

評
価
す
る
も
の
で
す
。

◇
財
産
に
関
す
る
調
書
及
び
財
産
管
理
に
つ
い
て
、

公
有
財
産
、
有
価
証
券
、
物
品
、
債
権
、
基
金
に

つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
適
正
に
管
理
さ
れ
て
い
る

と
認
め
ら
れ
ま
す
。

◇
基
金
の
運
用
状
況
は
、
目
的
に
従
っ
て
適
正
か
つ

効
率
的
に
運
用
さ
れ
て
お
り
、
今
後
と
も
基
金
の

設
置
目
的
に
沿
っ
た
効
率
的
運
用
に
努
力
し
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
肉
用
牛
導
入
基
金
の
運

営
状
況
は
適
切
に
運
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
滞
納

分
の
回
収
に
も
努
め
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

交
通
安
全
対
策
費
の
原
材
料
費
に
つ
い
て

　

要
望
の
あ
っ
た
箇
所
（
ロ
ー
ド
ミ
ラ
ー
等
）
は
警

察
な
ど
と
協
議
し
な
が
ら
順
次
対
応
し
て
い
る
。
今

後
も
継
続
し
て
整
備
す
る
。

　

諸
収
入
の
雑
入
で
、
都
市
部
と
地
域
を
ス
ポ
ー
ツ

で
結
ぶ
関
係
拡
大
事
業
助
成
金
に
つ
い
て

　

一
般
財
団
法
人
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
補

助
事
業
で
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
交
流
人
口
の
増
に

つ
な
が
る
こ
と
が
目
的
で
、
ス
ギ
ラ
ビ
ー
チ
で
行
わ

れ
た
ヨ
ガ
体
操
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
ジ
ョ
イ
ン
ト
し
た

イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。

　

ふ
る
さ
と
寄
附
金
事
業
の
納
税
額
が
大
幅
増
で
あ

る
が
、
今
後
の
取
組
に
つ
い
て

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
、
１
名
の
職
員
を
配

置
し
、
返
礼
品
を
増
や
し
て
い
る
。
平
成
30
年
度
は

26
品
目
で
あ
っ
た
が
、
平
成
31
年
度
は
75
品
目
に
増

え
て
い
る
。
今
後
は
、
シ
ス
テ
ム
を
改
修
し
て
事
務

の
簡
素
化
を
図
り
、
身
の
丈
に
合
っ
た
形
で
取
り
組

ん
で
い
く
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
費
に
つ
い
て

　

当
初
２
名
の
募
集
で
あ
っ
た
が
、
サ
ン
ゴ
礁
関
連

の
１
名
で
あ
り
、
今
後
は
、
サ
ン
ゴ
研
究
所
と
協
力

し
て
、
ジ
オ
パ
ー
ク
関
連
で
１
名
、
観
光
物
産
協
会

の
１
名
を
募
集
し
て
い
る
。
ま
た
、
農
業
振
興
課
か

ら
の
要
望
も
検
討
し
て
い
る
。

　

水
産
物
加
工
施
設
整
備
に
つ
い
て

　

プ
レ
ハ
ブ
式
の
簡
易
加
工
施
設
で
、
ソ
デ
イ
カ
や

魚
類
を
加
工
し
て
販
売
し
て
い
る
現
在
は
ソ
デ
イ
カ

や
夜
光
貝
の
加
工
品
を
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と

し
て
お
り
、
今
後
は
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ（
安
全
を
確
保
す
る

管
理
手
法
）
等
の
研
究
会
も
あ
る
の
で
、
漁
協
の
職

員
も
参
加
し
て
、
返
礼
品
の
数
を
増
や
し
て
い
き
た

い
。

　

農
業
振
興
課
鳥
獣
防
止
対
策
事
業
費
の
実
績
と
効

果
に
つ
い
て

　

粗
大
ご
み
置
き
場
周
辺
２
基
の
効
果
が
出
て
い
る
。

荒
木
と
佐
手
久
に
も
設
置
し
て
い
る
が
、
荒
木
の
捕

獲
実
績
が
上
が
っ
て
い
な
い
た
め
、
移
動
式
は
場
所

等
を
検
討
し
て
い
る
。

◇
財
政
運
営
に
つ
い
て
、
実
質
収
支
は
財
政
運
営
の

良
否
を
判
断
す
る
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
、
実
質
収

支
が
黒
字
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
必
要
な
条
件
で

あ
る
が
、
実
質
収
支
額
１
億
7
，1
4
8
万
1
，

0
0
0
円
で
収
支
比
率
4
．6
％
は
望
ま
し
い
剰
余

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

◇
弾
力
性
に
つ
い
て
、
経
常
収
支
比
率
89
．1
％
は
前

年
度
比
2
．7
％
増
と
高
い
水
準
に
と
ど
ま
っ
て
お

り
、
財
政
構
造
の
硬
直
化
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
状

況
で
す
。
目
安
と
し
て
は
75
％
以
下
が
望
ま
し
い

数
値
で
す
。

◇
積
極
性
に
つ
い
て
、
人
口
１
人
当
た
り
の
決
算
規

模
等
に
よ
り
推
測
で
き
ま
す
。
一
般
会
計
の
人
口

１
人
当
た
り
の
決
算
額
は
1
0
7
万
9
，4
8
1
円

で
、
前
年
度
比
11
万
4
，8
6
5
円
の
増
と
な
っ
て

お
り
、
人
口
１
人
当
た
り
の
投
資
的
経
費
の
決
算

額
は
28
万
4
，1
8
0
円
で
、
前
年
度
比
９
万
1
，

4
6
8
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
計
画
性
、
弾
力
性
、
積
極
性
の
三
つ
の
観
点
か
ら

分
析
し
、
財
政
運
営
で
は
実
質
収
支
の
均
衡
が
必

要
条
件
で
は
あ
る
が
、
現
在
の
社
会
の
変
化
に
対

応
し
、
行
政
需
要
に
応
え
る
弾
力
性
の
あ
る
も
の

で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
経
常

収
支
の
バ
ラ
ン
ス
が
確
保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
行
政
内
容
が
実
質
的
に
町
民
の
福
祉
向
上

の
た
め
に
適
切
な
行
政
水
準
を
保
つ
こ
と
が
、
財

政
運
営
の
基
本
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
今
後
と
も
、

有
利
な
財
源
確
保
を
は
じ
め
、
計
画
的
に
効
率
的

な
財
政
運
営
に
最
大
の
努
力
を
望
む
も
の
で
あ
り

ま
す
。

●
認
定
第
２
号
、
令
和
元
年
度
喜
界
町
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
、
歳

入
総
額
10
億
4
，0
1
6
万
1
，0
0
0
円
、
歳
出

総
額
10
億
5
2
3
万
3
，0
0
0
円
。
実
質
収
支
額

は
3
，4
9
2
万
8
，0
0
0
円
。

◇
国
民
健
康
保
険
税
の
決
算
状
況
は
、
調
定
額
２
億

5
9
1
万
円
で
、
収
入
済
額
は
１
億
6
，2
1
8
万

9
，0
0
0
円
で
、
徴
収
率
は
78
．8
％
。
令
和
元

年
度
の
世
帯
数
は
1
，4
7
2
世
帯
で
、
被
保
険
者

は
2
，2
3
0
人
、
１
世
帯
の
保
険
税
は
９
万
2
，

8
6
1
円
で
、
１
人
当
た
り
の
保
険
税
は
６
万
1
，

2
9
7
円
。
世
帯
及
び
被
保
険
者
は
減
少
傾
向
に

あ
る
が
、
保
険
税
は
農
業
所
得
の
減
と
社
会
保
険

へ
の
加
入
者
増
に
よ
り
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

収
入
未
済
額
は
4
，1
1
0
万
1
，0
0
0
円
で
、

不
納
欠
損
額
は
2
6
2
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

保
険
税
の
収
入
未
済
額
は
多
額
に
上
る
こ
と
か
ら
、

さ
ら
な
る
徴
収
努
力
を
望
み
ま
す
。

●
直
営
診
療
施
設
勘
定
に
つ
い
て
、
歳
入
歳
出
決
算

額
2
，6
3
9
万
6
，0
0
0
円
で
、
差
引
き
額
ゼ

ロ
円
で
形
式
収
支
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
平
成
26
年
７
月
か
ら
診
療
日
数
を
限
定
的
に
再
開

し
、
現
在
は
月
２
回
、
８
日
間
診
療
し
て
お
り
、

延
べ
患
者
数
は
1
，7
4
0
人
で
、
１
日
当
た
り
18

名
。
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
額
も
減
少
傾
向
で
す
。

●
認
定
第
３
号
、
令
和
元
年
度
喜
界
町
介
護
保
険
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
、
歳
入
総

額
９
億
4
9
1
万
4
，0
0
0
円
、
歳
出
総
額
８
億

7
，1
0
0
万
円
。
実
質
収
支
額
は
3
，3
9
1
万

4
，0
0
0
円
。

◇
介
護
保
険
料
は
、
調
定
済
額
１
億
6
，7
1
3
万

7
，0
0
0
円
で
、
収
入
済
額
は
１
億
5
，3
5
4

万
7
，0
0
0
円
で
、
徴
収
率
は
91
．9
％
と
な
っ

て
お
り
、
収
入
未
済
額
1
，2
1
8
万
9
，0
0
0

円
で
、
年
金
か
ら
天
引
き
が
で
き
な
い
普
通
徴
収

分
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
徴
収
努
力
を
望
み
ま

す
。
今
後
と
も
介
護
予
防
対
策
に
努
め
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
な

事
業
運
営
を
望
み
ま
す
。

●
認
定
第
４
号
、
令
和
元
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
、
歳
入
総

額
9
，7
8
6
万
1
，0
0
0
円
、
歳
出
総
額
9
，

6
8
7
万
7
，0
0
0
円
。
実
質
収
支
額
は
9
8
4

万
円
。

◇
原
則
75
歳
以
上
が
加
入
す
る
医
療
保
険
で
、
窓
口

で
の
個
人
負
担
は
１
割
で
被
保
険
者
数
は
1
，

6
6
6
人
。

●
認
定
第
５
号
、
令
和
元
年
度
喜
界
町
老
人
福
祉
施

設
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
、

老
人
福
祉
施
設
は
平
成
31
年
度
４
月
よ
り
民
営
化

さ
れ
て
お
り
、
本
年
度
決
算
は
残
務
処
理
の
分
で

す
。

◇
歳
入
歳
出
総
額
そ
れ
ぞ
れ
2
，5
3
0
万
7
，

0
0
0
円
。
個
人
負
担
金
26
万
8
，0
0
0
円
が
未

納
と
な
っ
て
お
り
徴
収
整
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
認
定
第
６
号
、
令
和
元
年
度
喜
界
町
屠
畜
場
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
、
歳
入

歳
出
決
算
額
そ
れ
ぞ
れ
3
0
0
万
3
，0
0
0
円
。

◇
事
業
収
入
37
万
6
，0
0
0
円
で
、
前
年
度
比
18
．

1
％
の
減
、
豚
16
頭
、
ヤ
ギ
1
1
7
頭
で
、
そ
の

う
ち
自
家
用
59
頭
、
業
務
用
58
頭
分
の
使
用
料
で

す
。

●
認
定
第
７
号
、
令
和
元
年
度
喜
界
町
簡
易
水
道
事

業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
、
歳

入
総
額
８
億
2
，5
8
8
万
1
，0
0
0
円
、
歳
出

総
額
６
億
2
，2
3
2
万
5
，0
0
0
円
。
実
質
収

支
額
は
２
億
3
5
5
万
6
，0
0
0
円
。

◇
令
和
２
年
度
よ
り
公
営
企
業
会
計
へ
移
行
す
る
た

め
、
歳
入
予
算
で
大
幅
超
過
額
、
歳
出
で
多
く
の

不
用
額
が
発
生
し
て
い
ま
す
が
、
財
源
確
保
の
た

め
の
処
置
で
す
。

●
認
定
第
８
号
、
令
和
元
年
度
喜
界
町
農
業
集
落
排

水
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
、

歳
入
歳
出
総
額
１
億
3
，0
5
5
万
1
，0
0
0
円
。

◇
事
業
実
施
地
区
の
荒
木
、
城
久
、
志
戸
桶
地
区
の

接
続
率
は
47
．7
％
で
す
。加
入
率
の
向
上
を
図
り
、

安
定
運
営
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

●
認
定
第
９
号
、
令
和
元
年
度
喜
界
町
公
共
下
水
道

事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
、

歳
入
歳
出
総
額
１
億
6
，1
7
2
万
7
，0
0
0
円
。

◇
事
業
実
施
地
区
の
湾
、
赤
連
、
中
里
、
池
治
地
区

で
の
接
続
率
は
59
．2
％
で
す
。
使
用
料
の
徴
収
率

が
低
下
し
て
い
る
の
で
、未
納
解
消
に
向
け
、ま
た
、

加
入
率
の
向
上
を
図
り
、
健
全
経
営
に
努
力
し
て

く
だ
さ
い
。

　

本
委
員
会
は
認
定
第
１
号
、
令
和
元
年
度
喜
界
町

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
か
ら
認
定

第
９
号
、
令
和
元
年
度
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
き
ま
し
て
は
、
財
政
事
情

の
厳
し
い
中
、
収
支
の
均
衡
あ
る
財
政
運
営
が
で
き

て
い
て
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
各
種
事
業
が
推
進

さ
れ
て
お
り
、
成
果
を
収
め
て
い
る
も
の
と
認
め
、

討
論
な
く
、
審
査
の
結
果
、
い
ず
れ
も
的
確
と
認
め
、

全
会
一
致
で
認
定
す
る
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

質
疑

質
疑

答
弁

答
弁

特
別
会
計

特
別
会
計
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本
委
員
会
は
、
審
査
方
針
と
し
て
、
決
算
認
定
制

度
の
意
義
を
十
分
理
解
し
た
上
で
、
本
会
議
に
提
出

さ
れ
ま
し
た
歳
入
歳
出
決
算
書
、
主
要
施
策
の
成
果

に
関
す
る
調
書
及
び
監
査
委
員
の
決
算
審
査
意
見
書

を
参
考
に
、
９
月
３
日
、
４
日
の
２
日
間
、
執
行
部

の
出
席
を
求
め
、
審
査
の
着
眼
点
と
し
て
、
予
算
が

議
決
し
た
趣
旨
と
目
的
に
従
っ
て
、
適
正
に
、
そ
し

て
効
率
的
に
執
行
さ
れ
た
か
、
そ
れ
に
よ
っ
て
ど
の

よ
う
に
行
政
効
果
が
発
揮
で
き
た
か
、
そ
れ
か
ら
見

て
、
今
後
の
行
財
政
運
営
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
改

善
工
夫
が
な
さ
れ
る
べ
き
か
を
主
眼
に
置
き
、
審
査

を
行
い
ま
し
た
。

●
認
定
第
１
号
、
令
和
元
年
度
喜
界
町
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
、
歳
入
決
算
額
77
億
５
，４

８
１
万
円
、
歳
出
決
算
額
75
億
１
，１
０
２
万
7
，

0
0
0
円
で
、
歳
入
決
算
額
か
ら
歳
出
決
算
額
を

差
し
引
い
た
形
式
収
支
額
は
２
億
4
，3
7
8
万

3
，0
0
0
円
と
な
り
、
翌
年
度
に
繰
り
越
す
べ
き
財

源
7
，2
3
0
万
2
，0
0
0
円
を
差
し
引
い
た
実

質
収
支
額
は
１
億
7
，1
4
8
万
1
，0
0
0
円
。
実

質
収
支
の
う
ち
、
基
金
繰
入
額
は
8
，6
0
0
万
円
。

◇
歳
入
決
算
額
に
つ
い
て
、
前
年
度
対
比
２
億
8
，

0
1
8
万
6
，0
0
0
円
、
3
．7
％
増
。
増
加
し

た
主
な
も
の
は
、
繰
越
金
３
億
3
，8
0
6
万
3
，

0
0
0
円
は
前
年
度
比
3
0
4
．1
％
の
大
幅
増
。

県
支
出
金
２
億
3
，1
0
8
万
4
，0
0
0
円
は
前

年
度
比
37
．2
％
増
。
減
少
し
た
主
な
も
の
は
、
繰

入
金
４
億
7
，9
9
6
万
2
，0
0
0
円
は
前
年
度

比
95
．2
％
、
国
庫
支
出
金
１
億
3
，6
4
2
万
2
，

0
0
0
円
は
前
年
度
比
10
．9
％
の
減
。

◇
町
税
に
つ
い
て
、
調
定
額
５
億
4
，8
8
8
万
1
，

0
0
0
円
で
、
収
入
済
額
５
億
1
，8
6
0
万
7
，

0
0
0
円
は
徴
収
率
94
．5
％
。
町
税
は
歳
入
に
お

け
る
最
も
重
要
な
財
源
で
あ
り
、
住
民
か
ら
す
れ

ば
、
義
務
と
し
て
納
入
す
べ
き
公
的
負
担
で
す
。

前
年
度
比
0
．5
％
の
増
。
未
納
者
件
数
は
3
，

4
2
8
件
で
、
収
入
未
済
額
が
2
，6
3
2
万
円
と

な
っ
て
お
り
、
町
営
住
宅
料
滞
納
分
含
め
、
43
件
、

8
9
1
万
9
，0
0
0
円
を
は
じ
め
、
各
種
未
納
額

合
計
3
，6
6
7
万
1
，0
0
0
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
期
限
ま
で
に
納
入
し
た
住
民
と
の
間
に
不
公

平
を
生
ず
る
こ
と
に
な
り
、
加
え
て
、
そ
の
年
度

に
歳
入
欠
陥
を
生
じ
、
財
政
運
営
に
支
障
を
来
す

こ
と
に
な
り
ま
す
。
前
年
度
か
ら
繰
り
越
さ
れ
た

滞
納
分
の
徴
収
実
績
と
も
併
せ
て
十
分
検
討
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
不
納
欠
損
額
は
3
9
5
万
5
，

0
0
0
円
と
な
っ
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
が
滞
納
処

分
で
き
な
い
ケ
ー
ス
で
、
地
方
税
法
上
、
消
滅
時

効
に
よ
る
処
分
に
な
り
ま
す
。
安
易
に
時
効
成
立

に
な
ら
な
い
よ
う
に
努
め
、
公
平
性
を
確
保
し
、

町
民
の
納
付
意
欲
を
阻
害
し
な
い
よ
う
、
十
分
留

意
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◇
自
主
財
源
と
依
存
財
源
の
構
成
比
は
、
自
主
財
源

14
億
5
，6
1
1
万
円
で
、
構
成
比
1
8
．8
％
、

依
存
財
源
62
億
9
，8
7
0
万
円
、
構
成
比
81
．

2
％
と
な
っ
て
お
り
、
依
然
と
し
て
国
、
県
に
大

き
く
依
存
す
る
財
政
構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
歳
出
決
算
に
つ
い
て
、
歳
出
の
対
前
年
度
比
は
６

億
6
，5
1
4
万
4
，0
0
0
円
、
9
．7
％
の
増
と

な
っ
て
お
り
、
増
の
主
な
理
由
は
、
農
林
水
産
業

費
３
億
1
，3
2
5
万
7
，0
0
0
円
は
対
前
年
度

比
39
．5
％
で
、
強
い
農
業
づ
く
り
交
付
金
事
業
に

よ
る
も
の
と
、
税
制
費
２
億
3
，9
2
4
万
2
，

0
0
0
円
、
24
．2
％
は
一
般
廃
棄
物
整
備
事
業
に

よ
る
も
の
で
す
。
一
方
、
減
の
主
な
理
由
は
、
災

害
復
旧
費
４
億
4
，5
2
5
万
6
，0
0
0
円
は
対

前
年
度
比
78
．8
％
、
平
成
29
年
豪
雨
、
平
成
30
年

台
風
災
害
復
旧
事
業
に
よ
る
も
の
と
、
消
防
費
4
，

0
0
1
万
円
は
前
年
度
比
19
．3
％
、
消
防
自
動
車

整
備
事
業
に
よ
る
も
の
で
す
。

◇
性
質
別
歳
出
に
つ
い
て
、
義
務
的
経
費
24
億
7
，

7
8
1
万
7
，0
0
0
円
は
構
成
比
33
．0
％
。
投

資
的
経
費
21
億
8
，8
0
3
万
3
，0
0
0
円
は
構

成
比
29
．1
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
不
用
額
に
つ
い
て
、
1
億
６
，６
４
９
万
５
，０
０

０
円
は
、
執
行
率
の
低
い
衛
生
費
、
災
害
復
旧
費
、

農
林
水
産
業
費
は
繰
越
事
業
に
よ
る
も
の
で
、
最

少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
上
げ
る
原
則
に
の
っ

と
っ
て
効
果
的
に
執
行
さ
れ
て
い
る
と
の
認
識
で
、

妥
当
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

◇
地
方
債
に
つ
い
て
、
一
般
会
計
現
在
高
69
億
5
，

4
7
3
万
1
，0
0
0
円
、
特
別
会
計
現
在
高
39
億

3
，5
6
7
万
8
，0
0
0
円
、
合
計
1
0
8
億
9
，

0
4
0
万
9
，0
0
0
円
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
過

疎
債
、
辺
地
債
等
の
交
付
税
で
見
返
り
の
あ
る
有

利
な
地
方
債
の
借
入
れ
を
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
、

評
価
す
る
も
の
で
す
。

◇
財
産
に
関
す
る
調
書
及
び
財
産
管
理
に
つ
い
て
、

公
有
財
産
、
有
価
証
券
、
物
品
、
債
権
、
基
金
に

つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
適
正
に
管
理
さ
れ
て
い
る

と
認
め
ら
れ
ま
す
。

◇
基
金
の
運
用
状
況
は
、
目
的
に
従
っ
て
適
正
か
つ

効
率
的
に
運
用
さ
れ
て
お
り
、
今
後
と
も
基
金
の

設
置
目
的
に
沿
っ
た
効
率
的
運
用
に
努
力
し
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
肉
用
牛
導
入
基
金
の
運

営
状
況
は
適
切
に
運
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
滞
納

分
の
回
収
に
も
努
め
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

交
通
安
全
対
策
費
の
原
材
料
費
に
つ
い
て

　

要
望
の
あ
っ
た
箇
所
（
ロ
ー
ド
ミ
ラ
ー
等
）
は
警

察
な
ど
と
協
議
し
な
が
ら
順
次
対
応
し
て
い
る
。
今

後
も
継
続
し
て
整
備
す
る
。

　

諸
収
入
の
雑
入
で
、
都
市
部
と
地
域
を
ス
ポ
ー
ツ

で
結
ぶ
関
係
拡
大
事
業
助
成
金
に
つ
い
て

　

一
般
財
団
法
人
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
補

助
事
業
で
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
交
流
人
口
の
増
に

つ
な
が
る
こ
と
が
目
的
で
、
ス
ギ
ラ
ビ
ー
チ
で
行
わ

れ
た
ヨ
ガ
体
操
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
ジ
ョ
イ
ン
ト
し
た

イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。

　

ふ
る
さ
と
寄
附
金
事
業
の
納
税
額
が
大
幅
増
で
あ

る
が
、
今
後
の
取
組
に
つ
い
て

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
、
１
名
の
職
員
を
配

置
し
、
返
礼
品
を
増
や
し
て
い
る
。
平
成
30
年
度
は

26
品
目
で
あ
っ
た
が
、
平
成
31
年
度
は
75
品
目
に
増

え
て
い
る
。
今
後
は
、
シ
ス
テ
ム
を
改
修
し
て
事
務

の
簡
素
化
を
図
り
、
身
の
丈
に
合
っ
た
形
で
取
り
組

ん
で
い
く
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
費
に
つ
い
て

　

当
初
２
名
の
募
集
で
あ
っ
た
が
、
サ
ン
ゴ
礁
関
連

の
１
名
で
あ
り
、
今
後
は
、
サ
ン
ゴ
研
究
所
と
協
力

し
て
、
ジ
オ
パ
ー
ク
関
連
で
１
名
、
観
光
物
産
協
会

の
１
名
を
募
集
し
て
い
る
。
ま
た
、
農
業
振
興
課
か

ら
の
要
望
も
検
討
し
て
い
る
。

　

水
産
物
加
工
施
設
整
備
に
つ
い
て

　

プ
レ
ハ
ブ
式
の
簡
易
加
工
施
設
で
、
ソ
デ
イ
カ
や

魚
類
を
加
工
し
て
販
売
し
て
い
る
現
在
は
ソ
デ
イ
カ

や
夜
光
貝
の
加
工
品
を
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と

し
て
お
り
、
今
後
は
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ（
安
全
を
確
保
す
る

管
理
手
法
）
等
の
研
究
会
も
あ
る
の
で
、
漁
協
の
職

員
も
参
加
し
て
、
返
礼
品
の
数
を
増
や
し
て
い
き
た

い
。

　

農
業
振
興
課
鳥
獣
防
止
対
策
事
業
費
の
実
績
と
効

果
に
つ
い
て

　

粗
大
ご
み
置
き
場
周
辺
２
基
の
効
果
が
出
て
い
る
。

荒
木
と
佐
手
久
に
も
設
置
し
て
い
る
が
、
荒
木
の
捕

獲
実
績
が
上
が
っ
て
い
な
い
た
め
、
移
動
式
は
場
所

等
を
検
討
し
て
い
る
。

◇
財
政
運
営
に
つ
い
て
、
実
質
収
支
は
財
政
運
営
の

良
否
を
判
断
す
る
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
、
実
質
収

支
が
黒
字
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
必
要
な
条
件
で

あ
る
が
、
実
質
収
支
額
１
億
7
，1
4
8
万
1
，

0
0
0
円
で
収
支
比
率
4
．6
％
は
望
ま
し
い
剰
余

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

◇
弾
力
性
に
つ
い
て
、
経
常
収
支
比
率
89
．1
％
は
前

年
度
比
2
．7
％
増
と
高
い
水
準
に
と
ど
ま
っ
て
お

り
、
財
政
構
造
の
硬
直
化
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
状

況
で
す
。
目
安
と
し
て
は
75
％
以
下
が
望
ま
し
い

数
値
で
す
。

◇
積
極
性
に
つ
い
て
、
人
口
１
人
当
た
り
の
決
算
規

模
等
に
よ
り
推
測
で
き
ま
す
。
一
般
会
計
の
人
口

１
人
当
た
り
の
決
算
額
は
1
0
7
万
9
，4
8
1
円

で
、
前
年
度
比
11
万
4
，8
6
5
円
の
増
と
な
っ
て

お
り
、
人
口
１
人
当
た
り
の
投
資
的
経
費
の
決
算

額
は
28
万
4
，1
8
0
円
で
、
前
年
度
比
９
万
1
，

4
6
8
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
計
画
性
、
弾
力
性
、
積
極
性
の
三
つ
の
観
点
か
ら

分
析
し
、
財
政
運
営
で
は
実
質
収
支
の
均
衡
が
必

要
条
件
で
は
あ
る
が
、
現
在
の
社
会
の
変
化
に
対

応
し
、
行
政
需
要
に
応
え
る
弾
力
性
の
あ
る
も
の

で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
経
常

収
支
の
バ
ラ
ン
ス
が
確
保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
行
政
内
容
が
実
質
的
に
町
民
の
福
祉
向
上

の
た
め
に
適
切
な
行
政
水
準
を
保
つ
こ
と
が
、
財

政
運
営
の
基
本
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
今
後
と
も
、

有
利
な
財
源
確
保
を
は
じ
め
、
計
画
的
に
効
率
的

な
財
政
運
営
に
最
大
の
努
力
を
望
む
も
の
で
あ
り

ま
す
。

●
認
定
第
２
号
、
令
和
元
年
度
喜
界
町
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
、
歳

入
総
額
10
億
4
，0
1
6
万
1
，0
0
0
円
、
歳
出

総
額
10
億
5
2
3
万
3
，0
0
0
円
。
実
質
収
支
額

は
3
，4
9
2
万
8
，0
0
0
円
。

◇
国
民
健
康
保
険
税
の
決
算
状
況
は
、
調
定
額
２
億

5
9
1
万
円
で
、
収
入
済
額
は
１
億
6
，2
1
8
万

9
，0
0
0
円
で
、
徴
収
率
は
78
．8
％
。
令
和
元

年
度
の
世
帯
数
は
1
，4
7
2
世
帯
で
、
被
保
険
者

は
2
，2
3
0
人
、
１
世
帯
の
保
険
税
は
９
万
2
，

8
6
1
円
で
、
１
人
当
た
り
の
保
険
税
は
６
万
1
，

2
9
7
円
。
世
帯
及
び
被
保
険
者
は
減
少
傾
向
に

あ
る
が
、
保
険
税
は
農
業
所
得
の
減
と
社
会
保
険

へ
の
加
入
者
増
に
よ
り
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

収
入
未
済
額
は
4
，1
1
0
万
1
，0
0
0
円
で
、

不
納
欠
損
額
は
2
6
2
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

保
険
税
の
収
入
未
済
額
は
多
額
に
上
る
こ
と
か
ら
、

さ
ら
な
る
徴
収
努
力
を
望
み
ま
す
。

●
直
営
診
療
施
設
勘
定
に
つ
い
て
、
歳
入
歳
出
決
算

額
2
，6
3
9
万
6
，0
0
0
円
で
、
差
引
き
額
ゼ

ロ
円
で
形
式
収
支
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
平
成
26
年
７
月
か
ら
診
療
日
数
を
限
定
的
に
再
開

し
、
現
在
は
月
２
回
、
８
日
間
診
療
し
て
お
り
、

延
べ
患
者
数
は
1
，7
4
0
人
で
、
１
日
当
た
り
18

名
。
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
額
も
減
少
傾
向
で
す
。

●
認
定
第
３
号
、
令
和
元
年
度
喜
界
町
介
護
保
険
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
、
歳
入
総

額
９
億
4
9
1
万
4
，0
0
0
円
、
歳
出
総
額
８
億

7
，1
0
0
万
円
。
実
質
収
支
額
は
3
，3
9
1
万

4
，0
0
0
円
。

◇
介
護
保
険
料
は
、
調
定
済
額
１
億
6
，7
1
3
万

7
，0
0
0
円
で
、
収
入
済
額
は
１
億
5
，3
5
4

万
7
，0
0
0
円
で
、
徴
収
率
は
91
．9
％
と
な
っ

て
お
り
、
収
入
未
済
額
1
，2
1
8
万
9
，0
0
0

円
で
、
年
金
か
ら
天
引
き
が
で
き
な
い
普
通
徴
収

分
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
徴
収
努
力
を
望
み
ま

す
。
今
後
と
も
介
護
予
防
対
策
に
努
め
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
な

事
業
運
営
を
望
み
ま
す
。

●
認
定
第
４
号
、
令
和
元
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
、
歳
入
総

額
9
，7
8
6
万
1
，0
0
0
円
、
歳
出
総
額
9
，

6
8
7
万
7
，0
0
0
円
。
実
質
収
支
額
は
9
8
4

万
円
。

◇
原
則
75
歳
以
上
が
加
入
す
る
医
療
保
険
で
、
窓
口

で
の
個
人
負
担
は
１
割
で
被
保
険
者
数
は
1
，

6
6
6
人
。

●
認
定
第
５
号
、
令
和
元
年
度
喜
界
町
老
人
福
祉
施

設
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
、

老
人
福
祉
施
設
は
平
成
31
年
度
４
月
よ
り
民
営
化

さ
れ
て
お
り
、
本
年
度
決
算
は
残
務
処
理
の
分
で

す
。

◇
歳
入
歳
出
総
額
そ
れ
ぞ
れ
2
，5
3
0
万
7
，

0
0
0
円
。
個
人
負
担
金
26
万
8
，0
0
0
円
が
未

納
と
な
っ
て
お
り
徴
収
整
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
認
定
第
６
号
、
令
和
元
年
度
喜
界
町
屠
畜
場
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
、
歳
入

歳
出
決
算
額
そ
れ
ぞ
れ
3
0
0
万
3
，0
0
0
円
。

◇
事
業
収
入
37
万
6
，0
0
0
円
で
、
前
年
度
比
18
．

1
％
の
減
、
豚
16
頭
、
ヤ
ギ
1
1
7
頭
で
、
そ
の

う
ち
自
家
用
59
頭
、
業
務
用
58
頭
分
の
使
用
料
で

す
。

●
認
定
第
７
号
、
令
和
元
年
度
喜
界
町
簡
易
水
道
事

業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
、
歳

入
総
額
８
億
2
，5
8
8
万
1
，0
0
0
円
、
歳
出

総
額
６
億
2
，2
3
2
万
5
，0
0
0
円
。
実
質
収

支
額
は
２
億
3
5
5
万
6
，0
0
0
円
。

◇
令
和
２
年
度
よ
り
公
営
企
業
会
計
へ
移
行
す
る
た

め
、
歳
入
予
算
で
大
幅
超
過
額
、
歳
出
で
多
く
の

不
用
額
が
発
生
し
て
い
ま
す
が
、
財
源
確
保
の
た

め
の
処
置
で
す
。

●
認
定
第
８
号
、
令
和
元
年
度
喜
界
町
農
業
集
落
排

水
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
、

歳
入
歳
出
総
額
１
億
3
，0
5
5
万
1
，0
0
0
円
。

◇
事
業
実
施
地
区
の
荒
木
、
城
久
、
志
戸
桶
地
区
の

接
続
率
は
47
．7
％
で
す
。加
入
率
の
向
上
を
図
り
、

安
定
運
営
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

●
認
定
第
９
号
、
令
和
元
年
度
喜
界
町
公
共
下
水
道

事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
、

歳
入
歳
出
総
額
１
億
6
，1
7
2
万
7
，0
0
0
円
。

◇
事
業
実
施
地
区
の
湾
、
赤
連
、
中
里
、
池
治
地
区

で
の
接
続
率
は
59
．2
％
で
す
。
使
用
料
の
徴
収
率

が
低
下
し
て
い
る
の
で
、未
納
解
消
に
向
け
、ま
た
、

加
入
率
の
向
上
を
図
り
、
健
全
経
営
に
努
力
し
て

く
だ
さ
い
。

　

本
委
員
会
は
認
定
第
１
号
、
令
和
元
年
度
喜
界
町

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
か
ら
認
定

第
９
号
、
令
和
元
年
度
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
き
ま
し
て
は
、
財
政
事
情

の
厳
し
い
中
、
収
支
の
均
衡
あ
る
財
政
運
営
が
で
き

て
い
て
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
各
種
事
業
が
推
進

さ
れ
て
お
り
、
成
果
を
収
め
て
い
る
も
の
と
認
め
、

討
論
な
く
、
審
査
の
結
果
、
い
ず
れ
も
的
確
と
認
め
、

全
会
一
致
で
認
定
す
る
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

喜界中施設改修工事
喜界中学校(１・２学年校舎)

1億480万円

農地・農業用施設
災害復旧事業

小野津ムチャカナ公園下
9002万円

農業基盤整備促進事業
支援センター前農道
3797万円

一般廃棄物焼却施設
整備費(継続費)
クリーンセンター
5億2822万円

◆ 歳出項目別決算額

◆ 歳入項目別決算額・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

≪主な事業紹介≫

その他  91,398千円 （1.1％）
分担金及び負担金  32,864千円
繰入金  24,227千円
国有提供施設等所在市町村助成交付金
　　　　　15,264千円
地方特例交付金  10,854千円
自動車取得税交付金  4,736千円
環境性能割交付金  1,327千円
配当割交付金  1,119千円
株式等譲渡所得割交付金
　　　　　645千円
利子割交付金  364千円

地方交付税
  3,114,908千円（40.2％）

国庫支出金
  1,116,281千円（14.4％）

地方譲与税  54,657千円（0.7％）
使用料及び手数料   73,599千円（0.9％）
財産収入  89,325千円（1.2％）
寄附金  96,592千円（1.2％）

地方消費税交付金
　　　121,739千円（1.6％）
諸収入  171,655千円（2.2％）
繰越金  449,241千円（5.8％）

町税  518,607千円（6.7％）
　　町民税  213,667千円（2.8％）
　　固定資産税  208,496千円（2.7％）
　　たばこ税  61,450千円（0.8％）
　　軽自動車税  34,993千円（0.5％）

県支出金  852,051千円（11.0％）
町責  1,004,755千円（13.0％）

民生費  1,281,959千円（17.1％）

衛生費
　1,226,343千円（16.3％）

総務費  1,084,118千円（14.4％）
農林水産業費
　　1,105,767千円（14.7％）

商工費  54,647千円（0.7％）
議会費  87,407千円（1.2％）
災害復旧費  119,667千円（1.6％）
消防費  166,981千円（2.2％）
公債費  741,387千円（9.9％）

教育費  829,881千円（11.0％）

土木費  812,870千円（10.8％）

歳入総額
7,754,810
千円

歳出総額
7,511,027
千円
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８
月
27
日
、
本
会
議
に
お
い
て
当
総

務
文
教
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議

案
第
44
号
、
令
和
２
年
度
喜
界
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
の
当
委
員

会
分
に
つい
て
審
査
が
終
了
し
ま
し
た
の

で
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

当
委
員
会
は
、
８
月
28
日
、
委
員
全

員
出
席
の
下
、
委
員
会
日
程
を
１
日
間

と
定
め
、
審
査
に
当
た
っ
て
は
担
当
課

長
の
出
席
を
求
め
、
慎
重
に
審
査
を
い

た
し
ま
し
た
。
補
正
予
算
は
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
億
４
１
５
万
１
，０
０
０
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
82
億
２
，９
４
６
万
４
，０

０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

○
歳
入
の
地
方
交
付
税
は
４
，７
７
５
万

２
，０
０
０
円
の
増
額
。

○
情
報
無
線
施
設
管
理
費
50
万
円
の
増

額
は
、
百
之
台
中
継
局
の
修
繕
と
戸

別
受
信
機
修
繕
料
。

○
非
常
備
消
防
費
、
旅
費
３
２
６
万

７
，０
０
０
円
の
減
額
は
、
コ
ロ
ナ
の
影

響
に
よ
り
、
消
防
団
員
の
大
島
地
区

消
防
操
法
大
会
が
中
止
に
な
っ
た
た

め
。

○
歳
入
の
ふ
る
さ
と
寄
附
金
１
，３
７
５

万
２
，０
０
０
円
の
増
額
は
、
前
年
度

対
比
、
件
数
で
４
６
３
％
、
金
額
で

２
７
５
％
の
伸
び
率
。

○
加
工
販
売
施
設
運
営
費
の
増
額
は
、

軟
水
器
等
の
修
繕
料
53
万
５
，０
０
０

円
。
人
員
削
減
に
よ
り
敷
地
内
の
草

刈
り
等
を
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
依
頼
す
る
手
数
料
40
万
８
，０
０
０

円
。

○
観
光
費
の
需
用
費
、
92
万
７
，０
０
０

円
の
増
額
は
、
ム
チ
ャ
カ
ナ
公
園
の
浄

化
槽
の
入
替
え
。
役
務
費
の
26
万
円

は
ム
チ
ャ
カ
ナ
公
園
の
ガ
ジ
マ
ル
等
の

伐
採
に
係
る
手
数
料
。

○
委
託
料
の
１
，１
４
０
万
円
は
、
自
然

環
境
施
設
整
備
事
業
の
採
択
を
受
け

る
た
め
の
基
本
設
計
委
託
料
で
、
空

港
臨
海
公
園
４
３
０
万
円
、
総
合
運

動
公
園
８
１
０
万
円
、
国
立
公
園
遊

歩
道
３
５
０
万
円
、
池
治
海
水
浴
場

１
５
０
万
円
、そ
の
他
４
０
０
万
円
で
、

合
計
２
，１
４
０
万
円
で
、
当
初
予
算

１
，０
０
０
万
円
と
の
差
額
分
の
増

額
。

　

志
戸
桶
海
水
浴
場
の
ト
イ
レ
解
体
に

つい
て

　

集
落
の
要
望
で
当
初
予
算
に
組
ま
れ

て
い
た
が
、
解
体
し
て
現
在
の
と
こ
ろ
に

新
た
に
建
て
る
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、

道
路
を
隔
て
た
共
用
地
に
建
て
、
集
落

の
管
理
と
い
う
こ
と
で
町
と
し
て
最
終

確
認
を
し
た
と
こ
ろ
、
集
落
と
し
て
は

管
理
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

○
総
務
費
国
庫
補
助
金
３
，７
１
８
万

円
の
う
ち
６
３
８
万
円
は
戸
籍
住
基

関
係
補
助
金
で
、
国
外
に
転
出
し
た

方
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
利
用
で

き
る
よ
う
に
戸
籍
住
基
シ
ス
テ
ム
を

改
修
す
る
た
め
。

○
雑
入
48
万
７
，０
０
０
円
の
増
額
の
う

ち
27
万
円
は
、資
源
物
買
取
り
料(

段

ボ
ー
ル)

で
、
キ
ロ
１
．５
円
の
１
８
０

ト
ン
分
。

○
清
掃
費
の
塵
芥
処
理
費
１
，６
４
１
万

６
，０
０
０
円
の
増
額
は
委
託
料
１
，０

２
６
万
８
，０
０
０
円
で
、
水
質
分
析

検
査
委
託
料
34
万
８
，０
０
０
円
、

粗
大
ご
み
の
水
質
検
査
を
１
か
所
４

回
か
ら
４
か
所
４
回
に
増
や
す
た
め
。

○
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
委
託
料
２
２

２
万
円
は
、
粗
大
ご
み
置
場
の
ご
み
の

分
別
の
た
め
。

○
備
品
購
入
費
３
９
４
万
８
，０
０
０
円

の
増
額
は
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
と
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
の
購
入
費
。

○
歳
入
の
総
務
費
国
庫
補
助
金
３
，７

１
８
万
円
の
増
額
の
う
ち
３
，０
８
０

万
円
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
で
、Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
事
業
費
の
補
助

金
。

○
中
学
校
費
の
使
用
料
及
び
賃
借
料
１

０
３
万
円
は
、
中
学
３
年
生
教
室
の

空
調
リ
ー
ス
料
。

○
図
書
館
費
の
需
用
費
41
万
９
，０
０
０

円
の
増
額
は
、
ト
イ
レ
等
の
修
繕
料
。

○
旧
学
校
管
理
費
30
万
円
の
増
額
は
、

旧
坂
嶺
小
学
校
の
体
育
館
入
り
口
ド

ア
の
修
繕
料
。

○
保
健
体
育
総
務
費
32
万
円
の
増
額

は
、
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ト
イ
レ
等
の
修
繕

料
。

　

以
上
で
審
査
を
終
了
し
、
当
委
員
会

は
、
討
論
な
く
、
議
案
第
44
号
、
令

和
２
年
度
喜
界
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）
は
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

い
た
し
ま
し
た
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・常任委員会委員長報告

常
任
委
員
会
委
員
長
報
告

常
任
委
員
会
委
員
長
報
告

総
務
文
教
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
長　

榮 

哲
治

《
総
務
課
所
管
分
に
つ
い
て
》

《
消
防
所
管
分
に
つ
い
て
》

《
企
画
観
光
課
所
管
分
に
つ
い
て
》

《
町
民
税
務
課
所
管
分
に
つ
い
て
》

質 

疑
答 

弁
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令
和
２
年
８
月
27
日
の
第
３
回
定
例

会
に
お
い
て
、
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ

ま
し
た
議
案
第
44
号
か
ら
49
号
ま
で
の

審
査
が
終
了
い
た
し
ま
し
た
の
で
御
報

告
申
し
上
げ
ま
す
。

　

提
案
理
由
に
つ
き
ま
し
て
は
町
長
よ

り
説
明
を
受
け
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
詳

細
な
審
議
を
必
要
と
す
る
た
め
、
産
業

福
祉
常
任
委
員
会
を
開
催
し
、
全
員

出
席
の
下
、
審
査
期
間
を
８
月
28
日
の

１
日
間
と
定
め
、
議
案
説
明
の
た
め
所

管
課
長
の
出
席
を
求
め
て
審
査
を
行
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。
議
案
第
44
号
、
令
和

２
年
度
喜
界
町
一般
会
計
補
正
予
算（
第

４
号
）
は
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
10
億
４
１
５
万
１
，

０
０
０
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
82
億

２
，９
４
６
万
４
，０
０
０
円
と
す
る
も
の

で
す
。

○
県
補
助
金
の
農
林
水
産
業
費
県
補
助

金
１
７
３
万
７
，０
０
０
円
は
、
第
１

次
産
業
の
振
興
と
移
住
者
Ｉ・Ｕ
タ
ー

ン
受
入
れ
促
進
事
業
で
、
支
援
セ
ン

タ
ー
で
ト
ラ
ク
タ
ー
を
導
入
し
、
新

規
就
農
者
の
育
成
を
計
画
す
る
も
の

で
、
県
の
２
分
の
１
の
補
助
。

○
人
・
農
地
プ
ラ
ン
推
進
支
援
事
業
補

助
金
34
万
円
は
新
規
事
業
で
、
こ
れ

ま
で
意
向
調
査
や
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
、
今
後
５
年
か
ら
10
年
後
の
農
地

活
用
に
つい
て
９
地
区
を
対
象
に
話
合

い
活
動
を
進
め
る
た
め
。

○
道
路
維
持
費
の
原
材
料
費
２
１
９
万

円
は
集
落
内
道
路
の
補
修
、
修
繕
等

で
す
。
港
湾
整
備
費
の
需
用
費
57
万

８
，０
０
０
円
は
修
繕
料
で
、
標
識
等

の
設
置
分
で
す
。
補
填
及
び
賠
償
金

の
公
営
住
宅
建
て
替
え
移
転
費
用
の

70
万
円
は
、
新
築
用
の
引
っ
越
し
分
。

○
国
庫
補
助
金
、
保
育
所
等
整
備
交

付
金
３
，９
３
１
万
５
，０
０
０
円
は
、

当
初
、
１
億
１
，０
０
０
万
円
の
交
付

金
で
し
た
が
、
待
機
児
童
の
解
消
加

速
化
プ
ラ
ン
交
付
金
も
保
育
所
等
整

備
交
付
金
の
中
に
含
ま
れ
、
補
助
率

２
分
の
１
か
ら
３
分
の
２
へ
追
加
さ
れ

た
た
め
。

○
保
健
セ
ン
タ
ー
運
営
費
の
通
信
運
搬

費
11
万
４
，０
０
０
円
は
、
奄
美
病
院

と
の
間
で
、
感
染
症
対
策
、
台
風
等

で
医
師
が
来
島
で
き
な
い
際
に
オ
ン
ラ

イ
ン
診
療
で
き
る
よ
う
に
整
備
す
る

た
め
。

○
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
事
業
費
の

修
繕
料
24
万
円
は
、
喜
界
児
童
ク
ラ

ブ
の
空
調
修
繕
費
12
万
円
と
、
早
町

児
童
ク
ラ
ブ
の
鉄
棒
の
修
繕
料
12
万

円
で
す
。
手
数
料
12
万
円
は
、
早
町

児
童
ク
ラ
ブ
の
登
り
棒
の
撤
去
費
。

　

以
上
で
審
査
を
終
了
し
、
特
筆
す
べ

き
質
疑
・
討
論
は
な
く
、
採
決
に
入
り

ま
し
た
。
異
議
な
し
と
認
め
、
議
案
第

44
号
、
令
和
２
年
度
喜
界
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）
は
原
案
ど
お
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し

た
。

　

刈
り
等
を
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
依
頼
す
る
手
数
料
40
万
８
，０
０
０

円
。

○
観
光
費
の
需
用
費
、
92
万
７
，０
０
０

円
の
増
額
は
、
ム
チ
ャ
カ
ナ
公
園
の
浄

化
槽
の
入
替
え
。
役
務
費
の
26
万
円

は
ム
チ
ャ
カ
ナ
公
園
の
ガ
ジ
マ
ル
等
の

伐
採
に
係
る
手
数
料
。

○
委
託
料
の
１
，１
４
０
万
円
は
、
自
然

環
境
施
設
整
備
事
業
の
採
択
を
受
け

る
た
め
の
基
本
設
計
委
託
料
で
、
空

港
臨
海
公
園
４
３
０
万
円
、
総
合
運

動
公
園
８
１
０
万
円
、
国
立
公
園
遊

歩
道
３
５
０
万
円
、
池
治
海
水
浴
場

１
５
０
万
円
、そ
の
他
４
０
０
万
円
で
、

合
計
２
，１
４
０
万
円
で
、
当
初
予
算

１
，０
０
０
万
円
と
の
差
額
分
の
増

額
。

　

志
戸
桶
海
水
浴
場
の
ト
イ
レ
解
体
に

つい
て

　

集
落
の
要
望
で
当
初
予
算
に
組
ま
れ

て
い
た
が
、
解
体
し
て
現
在
の
と
こ
ろ
に

新
た
に
建
て
る
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、

道
路
を
隔
て
た
共
用
地
に
建
て
、
集
落

の
管
理
と
い
う
こ
と
で
町
と
し
て
最
終

確
認
を
し
た
と
こ
ろ
、
集
落
と
し
て
は

管
理
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

○
総
務
費
国
庫
補
助
金
３
，７
１
８
万

円
の
う
ち
６
３
８
万
円
は
戸
籍
住
基

関
係
補
助
金
で
、
国
外
に
転
出
し
た

方
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
利
用
で

き
る
よ
う
に
戸
籍
住
基
シ
ス
テ
ム
を

改
修
す
る
た
め
。

○
雑
入
48
万
７
，０
０
０
円
の
増
額
の
う

ち
27
万
円
は
、資
源
物
買
取
り
料(

段

ボ
ー
ル)

で
、
キ
ロ
１
．５
円
の
１
８
０

ト
ン
分
。

○
清
掃
費
の
塵
芥
処
理
費
１
，６
４
１
万

６
，０
０
０
円
の
増
額
は
委
託
料
１
，０

２
６
万
８
，０
０
０
円
で
、
水
質
分
析

検
査
委
託
料
34
万
８
，０
０
０
円
、

粗
大
ご
み
の
水
質
検
査
を
１
か
所
４

回
か
ら
４
か
所
４
回
に
増
や
す
た
め
。

○
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
委
託
料
２
２

２
万
円
は
、
粗
大
ご
み
置
場
の
ご
み
の

分
別
の
た
め
。

○
備
品
購
入
費
３
９
４
万
８
，０
０
０
円

の
増
額
は
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
と
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
の
購
入
費
。

○
歳
入
の
総
務
費
国
庫
補
助
金
３
，７

１
８
万
円
の
増
額
の
う
ち
３
，０
８
０

万
円
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
で
、Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
事
業
費
の
補
助

金
。

○
中
学
校
費
の
使
用
料
及
び
賃
借
料
１

０
３
万
円
は
、
中
学
３
年
生
教
室
の

空
調
リ
ー
ス
料
。

○
図
書
館
費
の
需
用
費
41
万
９
，０
０
０

円
の
増
額
は
、
ト
イ
レ
等
の
修
繕
料
。

○
旧
学
校
管
理
費
30
万
円
の
増
額
は
、

旧
坂
嶺
小
学
校
の
体
育
館
入
り
口
ド

ア
の
修
繕
料
。

○
保
健
体
育
総
務
費
32
万
円
の
増
額

は
、
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ト
イ
レ
等
の
修
繕

料
。

　

以
上
で
審
査
を
終
了
し
、
当
委
員
会

は
、
討
論
な
く
、
議
案
第
44
号
、
令

和
２
年
度
喜
界
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）
は
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

い
た
し
ま
し
た
。

《
農
業
振
興
課
所
管
分
に
つ
い
て
》

《
保
健
福
祉
課
所
管
分
に
つ
い
て
》

《
ま
ち
づ
く
り
課
所
管
分
に
つ
い
て
》

《
教
育
委
員
会
事
務
局
所
管
分
に
つ
い
て
》

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

産
業
福
祉
常
任
委
員
会

産
業
福
祉
常
任
委
員
会

産
業
福
祉
常
任
委
員
長　

安
田 

英
次
郎
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ふるさと寄附金(ふるさと納税) １３,７５０千円増額

◆◆ ◆◆補正予算の主なもの補正予算の主なもの

企画観光課

町民税務課

教育委員会
事務局

保健福祉課

まちづくり課

担 当 課 内　容　説　明 予算額事　業　名

ふるさと寄附金

加工販売施設運営費

観光費修繕料

観光費基本設計委託料

雑入(資源物買取料)

塵芥処理費委託料

廃タイヤ処理委託料

塵芥処理費購入費

中学校費空調リース料

図書館費修繕料

保健体育総務費修繕料

道路維持費

保健福祉費

ふるさと寄附金の増額によるもの

軟水機等修繕料と敷地内の草刈
委託料(シルバー人材)

ムチャカナ公園の浄化槽入替えのため

　
空港臨海公園、総合運動公園、
国立公園遊歩道、池治海水浴場の
設計委託料
　
段ボール買い取りの歳入
（１８０ｔ×１.５円）

　
粗大ごみ置き場のごみ分別のため

　
廃タイヤをすべて撤去するため

　
フォークリフト、チェーンソーの購入費

　
中学校３年教室の空調リース料

トイレの改修費

町グランドのトイレ等修繕料

集落内道路の補修修繕等

　
医師が来島できない際に奄美病院
との間でオンライン診療を行うため

13,750

1,020

927

11,400

270

2,220

5,000

3,940

1,030

410

320

2,190

110

予算額（千円）

令和元年一般会計補正予算１０億４１５万円追加（総額８２億２９４６万円）

一般会計補正予算
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第
3
回
定
例
会
で
２
名
の
議
員
が
町
政
全
般
に
わ
た
り
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

質
問
と
答
弁
を
要
約
し
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。

一
般
質
問

一
般
質
問
町
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

町
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 一般質問

質問する
生駒 弘 議員

　

国
の
定
額
給
付
金
、
一
人
一
律
10
万

円
の
対
象
は
、
４
月
27
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
子
供
が
対
象
に
な
っ
て
お
り
、
28

日
以
降
に
生
ま
れ
た
子
供
は
対
象
に
な

ら
な
い
。

　

女
性
に
と
っ
て
、
妊
娠
・
出
産
は
、

命
を
懸
け
た
大
変
な
労
力
。
ま
た
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
中

で
、
出
産
や
産
後
の
育
児
な
ど
不
安
を

抱
え
て
い
る
の
は
一
緒
で
は
な
い
か
。

喜
界
町
独
自
の
新
た
な
基
準
日
を
設
け

て
は
ど
う
か
と
思
う
が
。見
解
を
伺
う
。

　
　
　

保
健
福
祉
課
長

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
が
長
期
化
す
る
中
、
出
産
す
る
家
庭

を
経
済
的
に
支
援
す
る
た
め
、
４
月
28

日
以
降
に
生
ま
れ
た
お
子
様
に
も
、
出

産
の
た
め
の
支
援
金
と
し
て
、
定
額
給

付
金
と
同
額
を
給
付
す
る
こ
と
と
し
、

来
年
度
以
降
実
施
を
予
定
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
出
産
祝
金
や
出
産
時
宿
泊
費

助
成
の
拡
充
を
図
る
な
ど
、
今
後
も
子

育
て
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

質問する
良岡 理一郎 議員

　

水
際
対
策
の
現
状
、Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体

制
の
拡
充
、
民
間
医
院
閉
院
対
策
、
医

療
機
関
へ
の
経
営
支
援
、
コ
ロ
ナ
禍
で

の
自
然
災
害
対
策
、
コ
ロ
ナ
対
策
財
源

と
し
て
の
財
政
調
整
基
金
に
つ
い
て
伺

う
。

　
　
　

保
健
福
祉
課
長　

総
務
課
長

①　

旧
盆
を
控
え
、
広
報
紙
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
防
災
行
政
無
線
、
空
港
で

の
チ
ラ
シ
配
布
で
健
康
観
察
、
来
島

自
粛
、
高
齢
者
等
へ
の
配
慮
を
呼
び

か
け
て
い
る
。

　
　

本
町
か
ら
出
る
場
合
も
旅
行
先
に

つ
い
て
慎
重
な
判
断
を
要
請
し
て
い

る
。

　
　

航
路
、
航
空
路
に
つ
い
て
は
検
温

を
行
い
37
．５
度
を
基
準
に
航
路
は

乗
船
で
き
ず
、
航
空
路
は
、
改
め
て

電
話
で
体
調
の
確
認
を
行
っ
て
い

る
。

　
　

現
在
の
と
こ
ろ
症
状
が
悪
く
な
る

ケ
ー
ス
は
出
て
い
な
い
。

②　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
当
初
、
結
果
が
出

る
ま
で
船
便
で
５
日
ほ
ど
要
し
て
い

た
が
、
現
在
は
航
空
便
で
３
日
ほ
ど

と
改
善
さ
れ
て
い
る
。

　
　

本
町
で
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
の
整

備
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
国
・
県
に

要
望
し
て
い
る
。

③　

民
間
医
院
の
閉
院
は
、
医
療
提
供

体
制
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。
診

療
所
の
拡
充
は
医
師
と
の
調
整
も
あ

り
直
ち
に
対
応
で
き
る
状
況
に
な

い
。

　
　

今
後
に
つ
い
て
は
、徳
洲
会
病
院
、

診
療
所
の
受
け
入
れ
体
制
、
キ
ャ
パ

シ
テ
ィ
ー
を
考
え
、
密
に
連
絡
を
取

り
な
が
ら
対
応
し
て
い
き
た
い
。

④　

全
国
的
に
は
コ
ロ
ナ
患
者
を
受
け

入
れ
た
多
く
の
医
療
機
関
が
赤
字
で

あ
る
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。
本
町
の

医
療
機
関
で
も
、
院
内
感
染
の
恐
れ

か
ら
受
診
を
控
え
る
患
者
が
増
加
し

た
こ
と
や
消
毒
や
防
護
服
の
支
出
な

ど
か
ら
厳
し
い
状
況
で
あ
る
と
の
こ

と
。

　
　

国
は
緊
急
包
括
支
援
交
付
金
を
創

設
し
て
環
境
整
備
費
用
等
を
助
成
し

て
い
る
。
町
と
し
て
も
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
を
活
用
し
て
感
染
症
対
応

の
支
援
を
し
て
い
る
。

⑤　

自
然
災
害
対
策
に
つ
い
て
避
難
所

に
お
け
る
備
品
・
消
耗
品
に
つ
い
て

本
町
の
準
備
が
遅
れ
て
い
る
か
の
よ

う
な
新
聞
報
道
が
あ
っ
た
が
、
備
蓄

品
の
置
き
場
の
認
識
で
行
き
違
い
が

あ
っ
た
が
、
庁
舎
内
で
備
蓄
品
の
確

保
は
出
来
て
い
る
。

　
　

ま
た
、
大
規
模
災
害
時
に
お
け
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
確
保
と
関
係
機
関

と
の
協
議
は
国
、
県
の
機
関
、
民
間

団
体
と
も
災
害
協
定
を
結
ん
で
い

る
。
今
年
は
ヤ
フ
ー
㈱
と
情
報
発
信

協
定
、
島
内
ホ
テ
ル
業
組
合
と
も
締

結
し
て
い
る
。
大
規
模
災
害
時
は
社

会
福
祉
協
議
会
が
窓
口
と
な
っ
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ

る
。

⑥　

財
政
調
整
基
金
の
残
高
は
17
億

９
，５
０
０
万
円
。
た
だ
し
、
す
で

に
当
初
予
算
、補
正
予
算
で
４
億
２
，

０
０
０
万
円
を
財
政
調
整
基
金
か
ら

繰
り
入
れ
て
い
る
。
今
後
の
重
要
施

策
へ
の
備
え
も
必
要
で
あ
る
。

　
　

コ
ロ
ナ
対
策
に
お
け
る
財
政
調
整

基
金
の
活
用
に
つ
い
て
は
感
染
状

況
、
経
済
状
況
を
総
合
的
に
勘
案
し

な
が
ら
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
べ
き

と
考
え
る
。

　

少
子
・
高
齢
社
会
の
本
町
で
も
墓
の

維
持
・
管
理
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
。

町
営
の
共
同
墓
を
望
む
声
も
増
え
て
き

て
い
る
。
町
内
全
世
帯
を
対
象
に
町
民

の
意
向
調
査
を
実
施
し
た
ら
ど
う
か
。

　
　
　

町
民
税
務
課
長

　

町
と
し
て
は
集
落
が
主
体
と
な
っ
て

共
同
墓
を
考
え
て
い
た
だ
く
方
が
望
ま

し
い
と
考
え
て
い
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
は

今
の
と
こ
ろ
考
え
て
な
い
が
、
区
長
会

と
相
談
し
た
い
。

　

自
治
体
と
住
民
が
情
報
を
共
有
し

て
、
同
じ
問
題
意
識
で
自
治
体
を
経
営

す
る
重
要
性
は
多
く
の
専
門
家
が
指
摘

し
て
い
る
。
町
民
の
声
を
活
か
す
町
政

運
営
が
大
切
で
あ
る
。

　

事
例
と
し
て
喜
界
馬
の
復
活
、
珊
瑚

研
に
関
心
を
持
つ
高
校
生
の
留
学
な
ど

素
晴
ら
し
い
取
り
組
み
で
あ
る
。

　

か
つ
て
の
町
長
と
町
民
の
車
座
で
の

行
政
懇
談
会
を
望
む
声
も
あ
る
。
懇
談

会
を
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か

　
　
　

企
画
観
光
課
長

　

行
政
懇
談
会
に
つ
い
て
、
平
成
23
年

以
前
は
、
全
課
長
同
席
の
も
と
各
集
落

巡
回
方
式
で
行
っ
て
い
た
。
そ
の
後
は

集
落
の
要
望
に
応
じ
随
時
対
応
を
行

い
、
集
落
担
当
職
員
を
配
置
し
て
連
絡

を
密
に
行
っ
て
い
る
。

　
　
　

町
長

　

私
が
、
次
の
町
長
に
行
政
懇
談
会
を

や
れ
と
の
話
は
出
来
な
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
強
化
を

質
問

答
弁

質
問

答
弁

生後１か月生後１か月
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

議会のうごき（９月～12月）

次の議会は、1２月上旬を予定しています。
午前9時30分 開会　皆様の傍聴をお待ちしています。
また、喜界町ホームページでは、議会開会中の模様をインターネット中継でご覧いただけます。
（動画配信サイトで「喜界町議会定例会」を検索していただき、録画もご覧いただくことができます。）

お問合せ　喜界町議会事務局　電話 65 - 1115

ご案内

  9月  3日
  9月  4日
  9月11日

  9月23日
11月  2日

………  決算審査特別委員会（説明・審議）
………  決算審査特別委員会（説明・審議）
………  令和２年第３回喜界町議会定例会（最終本会議）
　　  　令和元年度決算審査特別委員会（現地調査）
………  燃ゆる感動かごしま国体・がごしま大会実行委員会総会（議長）
………  臨時議会（正副・所属委員会改選）

　

水
際
対
策
の
現
状
、Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体

制
の
拡
充
、
民
間
医
院
閉
院
対
策
、
医

療
機
関
へ
の
経
営
支
援
、
コ
ロ
ナ
禍
で

の
自
然
災
害
対
策
、
コ
ロ
ナ
対
策
財
源

と
し
て
の
財
政
調
整
基
金
に
つ
い
て
伺

う
。

　
　
　

保
健
福
祉
課
長　

総
務
課
長

①　

旧
盆
を
控
え
、
広
報
紙
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
防
災
行
政
無
線
、
空
港
で

の
チ
ラ
シ
配
布
で
健
康
観
察
、
来
島

自
粛
、
高
齢
者
等
へ
の
配
慮
を
呼
び

か
け
て
い
る
。

　
　

本
町
か
ら
出
る
場
合
も
旅
行
先
に

つ
い
て
慎
重
な
判
断
を
要
請
し
て
い

る
。

　
　

航
路
、
航
空
路
に
つ
い
て
は
検
温

を
行
い
37
．５
度
を
基
準
に
航
路
は

乗
船
で
き
ず
、
航
空
路
は
、
改
め
て

電
話
で
体
調
の
確
認
を
行
っ
て
い

る
。

　
　

現
在
の
と
こ
ろ
症
状
が
悪
く
な
る

ケ
ー
ス
は
出
て
い
な
い
。

②　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
当
初
、
結
果
が
出

る
ま
で
船
便
で
５
日
ほ
ど
要
し
て
い

た
が
、
現
在
は
航
空
便
で
３
日
ほ
ど

と
改
善
さ
れ
て
い
る
。

　
　

本
町
で
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
の
整

備
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
国
・
県
に

要
望
し
て
い
る
。

③　

民
間
医
院
の
閉
院
は
、
医
療
提
供

体
制
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。
診

療
所
の
拡
充
は
医
師
と
の
調
整
も
あ

り
直
ち
に
対
応
で
き
る
状
況
に
な

い
。

　
　

今
後
に
つ
い
て
は
、徳
洲
会
病
院
、

診
療
所
の
受
け
入
れ
体
制
、
キ
ャ
パ

シ
テ
ィ
ー
を
考
え
、
密
に
連
絡
を
取

り
な
が
ら
対
応
し
て
い
き
た
い
。

④　

全
国
的
に
は
コ
ロ
ナ
患
者
を
受
け

入
れ
た
多
く
の
医
療
機
関
が
赤
字
で

あ
る
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。
本
町
の

医
療
機
関
で
も
、
院
内
感
染
の
恐
れ

か
ら
受
診
を
控
え
る
患
者
が
増
加
し

た
こ
と
や
消
毒
や
防
護
服
の
支
出
な

ど
か
ら
厳
し
い
状
況
で
あ
る
と
の
こ

と
。

　
　

国
は
緊
急
包
括
支
援
交
付
金
を
創

設
し
て
環
境
整
備
費
用
等
を
助
成
し

て
い
る
。
町
と
し
て
も
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
を
活
用
し
て
感
染
症
対
応

の
支
援
を
し
て
い
る
。

⑤　

自
然
災
害
対
策
に
つ
い
て
避
難
所

に
お
け
る
備
品
・
消
耗
品
に
つ
い
て

本
町
の
準
備
が
遅
れ
て
い
る
か
の
よ

う
な
新
聞
報
道
が
あ
っ
た
が
、
備
蓄

品
の
置
き
場
の
認
識
で
行
き
違
い
が

あ
っ
た
が
、
庁
舎
内
で
備
蓄
品
の
確

保
は
出
来
て
い
る
。

　
　

ま
た
、
大
規
模
災
害
時
に
お
け
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
確
保
と
関
係
機
関

と
の
協
議
は
国
、
県
の
機
関
、
民
間

団
体
と
も
災
害
協
定
を
結
ん
で
い

る
。
今
年
は
ヤ
フ
ー
㈱
と
情
報
発
信

協
定
、
島
内
ホ
テ
ル
業
組
合
と
も
締

結
し
て
い
る
。
大
規
模
災
害
時
は
社

会
福
祉
協
議
会
が
窓
口
と
な
っ
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ

る
。

⑥　

財
政
調
整
基
金
の
残
高
は
17
億

９
，５
０
０
万
円
。
た
だ
し
、
す
で

に
当
初
予
算
、補
正
予
算
で
４
億
２
，

０
０
０
万
円
を
財
政
調
整
基
金
か
ら

繰
り
入
れ
て
い
る
。
今
後
の
重
要
施

策
へ
の
備
え
も
必
要
で
あ
る
。

　
　

コ
ロ
ナ
対
策
に
お
け
る
財
政
調
整

基
金
の
活
用
に
つ
い
て
は
感
染
状

況
、
経
済
状
況
を
総
合
的
に
勘
案
し

な
が
ら
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
べ
き

と
考
え
る
。

　

少
子
・
高
齢
社
会
の
本
町
で
も
墓
の

維
持
・
管
理
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
。

町
営
の
共
同
墓
を
望
む
声
も
増
え
て
き

て
い
る
。
町
内
全
世
帯
を
対
象
に
町
民

の
意
向
調
査
を
実
施
し
た
ら
ど
う
か
。

　
　
　

町
民
税
務
課
長

　

町
と
し
て
は
集
落
が
主
体
と
な
っ
て

共
同
墓
を
考
え
て
い
た
だ
く
方
が
望
ま

し
い
と
考
え
て
い
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
は

今
の
と
こ
ろ
考
え
て
な
い
が
、
区
長
会

と
相
談
し
た
い
。

　

自
治
体
と
住
民
が
情
報
を
共
有
し

て
、
同
じ
問
題
意
識
で
自
治
体
を
経
営

す
る
重
要
性
は
多
く
の
専
門
家
が
指
摘

し
て
い
る
。
町
民
の
声
を
活
か
す
町
政

運
営
が
大
切
で
あ
る
。

　

事
例
と
し
て
喜
界
馬
の
復
活
、
珊
瑚

研
に
関
心
を
持
つ
高
校
生
の
留
学
な
ど

素
晴
ら
し
い
取
り
組
み
で
あ
る
。

　

か
つ
て
の
町
長
と
町
民
の
車
座
で
の

行
政
懇
談
会
を
望
む
声
も
あ
る
。
懇
談

会
を
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か

　
　
　

企
画
観
光
課
長

　

行
政
懇
談
会
に
つ
い
て
、
平
成
23
年

以
前
は
、
全
課
長
同
席
の
も
と
各
集
落

巡
回
方
式
で
行
っ
て
い
た
。
そ
の
後
は

集
落
の
要
望
に
応
じ
随
時
対
応
を
行

い
、
集
落
担
当
職
員
を
配
置
し
て
連
絡

を
密
に
行
っ
て
い
る
。

　
　
　

町
長

　

私
が
、
次
の
町
長
に
行
政
懇
談
会
を

や
れ
と
の
話
は
出
来
な
い
。

共
同
墓
は
町
民
の
意
向
調
査
を

急
ぐ
べ
き

町
長
と
町
民
の
懇
談
会
を

実
施
す
べ
き
で
は
。

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁
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河
上　

弘
仁

　

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
町
の
行
事

や
集
落
の
行
事
が
の
き
な
み
中
止
と
な
る
中
、

20
年
ぶ
り
の
町
長
選
挙・町
議
会
議
員
選
挙
が

あ
り
ま
し
た
。

 

新
町
長・新
議
員
の
中
に
４
名
の
新
人
議
員
が

加
わ
り
新
町
長
の
元
、町
行
政
運
営
を
し
っ
か
り

と
か
じ
を
と
り
な
が
ら
議
員
全
員
で
町
民
の
為

に
頑
張
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。未
だ
に

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
収
束
が
見
え
な
い
中
、対
策

を
と
り
、コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
よ
う
頑
張
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

先
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
喜
界
町
長・喜

界
町
議
員
選
挙
に
お
い
て
、隈
崎
新
町
長
、

現
職
の
８
名
、新
人
４
名
の
議
員
が
当
選

さ
れ
ま
し
た
。４
年
に
１
度
の
町
民
の
審

判
を
受
け
、町
長
は
行
政
運
営
、議
会
は

そ
の
監
視
の
役
目
を
担
う
の
で
す
が
、同

時
に
町
民
の
声
を
行
政
運
営
に
届
け
る

役
目
が
ご
ざ
い
ま
す
。議
会
の一
般
質
問
で

当
局
へ
問
い
た
だ
し
訴
え
る
手
法
、担
当

課
へ
出
向
き
直
接
相
談
す
る
手
法
な
ど
あ

り
ま
す
。皆
様
の
清
き
１
票
を
投
じ
て
い

た
だ
き
当
選
さ
れ
た
議
員
に
は
こ
の
様
な

重
要
な
役
目
が
ご
ざ
い
ま
す
。こ
の
様
な

議
員
の
活
動
を
町
民
に
お
知
ら
せ
す
る
役

目
が「
喜
界
町
議
会
だ
よ
り
」で
す
。編
集

に
は
担
当
職
員
１
名
と
６
名
の
議
員
が
た

ず
さ
わ
る
の
で
す
が
長
い
文
章
、議
会
の
審

議
状
況
を
い
か
に
し
て
ま
と
め
る
か
至
難

の
業
で
す
。町
民
の
皆
様
に
読
ん
で
頂
け

る
よ
う
な
内
容
、表
現
に
日
々
奮
闘
さ
れ

た
編
集
委
員
の
皆
様
４
年
間
お
疲
れ
様
で

し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

  

喜
界
町
議
会
議
長　

外
内  
千
里

編

集

後

記

「
４
年
の
任
期
を
終
え
て
」

委 

員 

長

副
委
員
長

委　

員

委　

員

委　

員

委　

員

喜
界
町
議
会
広
報
委
員
会

文　

責　
生
駒　

弘

河
上　

弘
仁

良
岡　

理
一
郎

野
間　

弘
也

峰
山　

恵
喜
光

榮　
　

優
太


